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詞林　第74号　2023年10月

は
じ
め
に

　

春
曙
文
庫
に
は
、鎌
倉
後
期
以
前
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る『
源

氏
物
語
』
帚
木
巻
・
藤
裏
葉
巻
・
橋
姫
巻
・
宿
木
巻
・
手
習
巻　

計
五

帖
の
断
簡
が
存
在
す
る
（『
相
愛
大
学　
相
愛
女
子
短
期
大
学　
図
書
館

蔵　

春
曙
文
庫
目
録
（
和
装
本
編
）』（
一
九
九
三
年
）
の
春
一
五
七
）。

本
断
簡
は
田
中
重
太
郎
氏
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
相
愛
学
園
創
立
百
周
年

の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
田
中
氏
の
蔵
書
を
中
心
に
春
曙
文
庫
が
設

立
さ
れ
た
際
に
、
春
曙
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
田
中
氏

の
蔵
書
に
つ
い
て
は
山
本
和
明
氏
に
よ
っ
て
自
筆
蔵
書
リ
ス
ト
が
紹
介

さ
れ
て
お（

1
）り、
本
断
簡
は
「
源
氏
物
語
（
1
）」
の
な
か
に
、

　
　

�

鎌
倉
時
代
書
写　

断
簡
（
五
十
丁
）
帚
木
・
手
習
・
や
ど
り
木
・

藤
の
う
ら
は
・
橋
姫 　

一
箱　

五
万
円

と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
蔵
書
リ
ス
ト
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
記
述

が
見
え
る
。

○
『
断
簡
聚
影
（
一
）』（
仮
題
）

○
五
点
以
上
に
し
て
将
来
出
版
の
予
定
。（
昭
和
四
十
一
年
ご
ろ
）

○
す
べ
て
鎌
倉
時
代
以
前
の
写
し
で
あ
る
こ
と
。　

現
在
三
点

と
し
て
出
版
・
刊
行
を
目
指
し
て
い
た
な
か
に
、『
性
霊
集
』『
新
古
今

和
歌
集
』
と
と
も
に
、

ス
ミ　
源
氏
物
語　

五
四
丁　
百
八
面　
三
万
五
千
円
・
五
万
五
千

円

と
も
あ
る
。
両
者
の
記
述
に
は
丁
数
や
購
入
価
格
に
差
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
『
源
氏
物
語
』
断
簡
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
、

本
断
簡
を
指
す
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
田
中
氏
が
こ
の
断

簡
を
購
入
・
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
ど
こ
か
ら
購
入
し

た
の
か
、
田
中
氏
以
前
の
所
蔵
先
は
不
明
で
あ
る
。
田
中
氏
は
こ
れ
を

購
入
し
た
の
ち
、
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
、
古
典
文
庫
の
吉
田
幸
一
氏
に

相
談
し
た
ら
し
く
、
春
曙
文
庫
に
は
、『
源
氏
物
語
』
断
簡
と
と
も
に
、

吉
田
氏
か
ら
田
中
氏
に
宛
て
た
、
次
の
手
紙
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
　

御
芳
書
幷
に
小
包
到
着
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
　

一
、�
源
氏
断
簡
は
た
し
か
に
す
ば
ら
し
い
。
筆
跡
か
ら
見
て
鎌
倉

春
曙
文
庫
蔵
源
氏
物
語
断
簡

（
帚
木
・
藤
裏
葉
・
橋
姫
・
宿
木
・
手
習
）　

解
題
と
翻
刻

飯
田
実
花
・
川
渕
紗
佳
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中
期
以
前
と
見
て
よ
い
で
せ
う
。
寄
合
書
の
断
簡
で
す
か
ら

筆
者
は
不
明
と
し
て
も
随
分
達
筆
で
す
。
他
に
似
て
ゐ
る
筆

跡
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
類
の
も
の
は
す
べ
て
筆
者
を
知
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

�

折
角
で
す
か
ら
製
本
す
る
こ
と
も
ど
う
か
と
思
ひ
ま
す
し
、

や
は
り
桐
箱
に
入
れ
る
よ
り
他
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　
　
　

二
月
廿
二
日

�

吉
田
幸
一

　
　

田
中
御
侍
史

　

以
上
の
と
お
り
、
吉
田
氏
も
本
断
簡
を
鎌
倉
中
期
書
写
と
判
断
し
て

い
た
ら
し
い
。
田
中
氏
と
吉
田
氏
の
交
流
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

2
）が、

本
断
簡
を
巡
る
書
簡
の
存
在
も
、
両
者
の

交
流
の
一
端
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

な
お
、「
○
『
断
簡
聚
影
（
一
）』（
仮
題
）」
に
「
ス
ミ
」
と
あ
る
の

は
、
田
中
重
太
郎
編
著
『
源
氏
物
語
断
簡
』（
東
風
社
、
一
九
六
四
年
）

と
い
う
複
製
本
が
個
別
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
ら
し
く
、
こ

の
複
製
本
は
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
複
製
に
、
解
題
と
帚
木
巻
の
釈

文
が
付
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
田
中
氏
に
よ
る
本
断
簡
へ
の
言
及
を
引

用
す
る
際
は
、
す
べ
て
当
該
解
題
に
よ
る
）。
た
だ
し
、
こ
の
複
製
本

が
現
在
入
手
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
柿
谷
雄
三
氏
も
指
摘
す
る
と

お
り
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
柿
谷
氏
に
よ
っ
て
藤
裏
葉
巻
と
橋
姫
巻
前

半
の
翻
刻
が
な
さ
れ（

3
）た。

ま
た
現
在
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
カ

ラ
ー
画
像
が
公
開
さ
れ
て
お（

4
）り、
閲
覧
も
容
易
に
な
っ
た
。
加
え
て
、

本
断
簡
の
う
ち
少
な
く
と
も
帚
木
を
除
く
四
帖
に
つ
い
て
は
、
ツ
レ
・

僚
巻
も
多
数
報
告
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
池
尾
和
也
氏
に
よ
っ
て
ま
と

め
ら
れ
て
い（

5
）るた
め
割
愛
す
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
の
須

磨
巻
・
蜻
蛉
巻
（
い
ず
れ
も
完
本
）、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
中

山
本
蛉
虫
巻
（
残
欠
本
）、
石
水
博
物
館
蔵
の
早
蕨
巻
（
残
欠
本
）
の

ほ
か
、
宿
木
巻
に
三
葉
の
断
簡
（
そ
れ
ぞ
れ
宮
内
庁
保
管
古
筆
手
鑑
所

収
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
、
池
尾
和
也
氏
蔵
）
が
存
在
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
春
曙
文
庫
本
の
周
辺
資
料
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
一
方
で
、
春
曙
文
庫
本
の
橋
姫
巻
後
半
以
降
は
未
だ
に
翻
刻

さ
れ
て
お
ら
ず
、
校
異
の
全
容
や
本
文
の
位
置
づ
け
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
あ
ら
た
め
て
書
誌
情
報
を
確
認
し
た

う
え
で
、
各
帖
に
お
け
る
本
文
の
特
徴
を
具
体
的
に
述
べ
、
春
曙
文
庫

本
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。ま
た
、未
翻
刻
の
橋
姫
巻
後
半
・
宿
木
巻
・

手
習
巻
と
と
も
に
、
閲
覧
の
困
難
な
帚
木
巻
に
つ
い
て
も
、
田
中
氏
に

よ
る
誤
り
も
考
慮
し
、
あ
ら
た
め
て
掲
載
す
る
。
な
お
、
校
異
一
覧
に

つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
書
誌
情
報

　

先
述
し
た
通
り
『
源
氏
物
語
』
断
簡
は
、
帚
木
巻
・
藤
裏
葉
巻
・
橋

姫
巻
・
宿
木
巻
・
手
習
巻
の
計
五
帖
の
う
ち
、
帚
木
巻
十
丁
、
藤
裏
葉

巻
十
二
丁
、
橋
姫
巻
二
十
丁
、
宿
木
巻
十
二
丁
、
手
習
巻
十
二
丁
の
、

計
六
十
六
丁
が
現
存
す
る
。
元
々
は
列
帖
装
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
各
帖

そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
綴
じ
糸
を
通
す
た
め
の
穴
が
確
認
で
き
る
。
表
紙
も
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な
く
、
各
帖
の
な
か
で
も
脱
丁
・
脱
落
部
分
が
見
え
る
。
各
帖
の
寸
法

は
次
の
通
り
で
あ
る
（
縦
×
横
）。

　
　

帚
木
巻　

…
十
六
・
五
㎝
×
十
五
・
九
㎝

　
　

藤
裏
葉
巻
…
十
六
・
五
㎝
×
十
五
・
六
㎝

　
　

橋
姫
巻　

…
十
六
・
五
㎝
×
十
五
・
六
㎝

　
　

宿
木
巻　

…
十
六
・
〇
㎝
×
十
五
・
五
㎝

　
　

手
習
巻　

…
十
六
・
六
㎝
×
十
五
・
〇
㎝

　

縦
幅
に
つ
い
て
は
、
宿
木
巻
が
他
の
帖
と
比
較
し
て
約
〇
・
五
㎝
程

度
小
さ
い
。
横
幅
に
つ
い
て
は
、
帚
木
巻
が
最
も
大
き
く
、
手
習
巻
が

最
も
小
さ
い
。
そ
の
差
は
約
一
㎝
ほ
ど
で
あ
る
。

　

料
紙
は
、
先
行
研
究
で
は
斐
紙
（
雁
皮
紙
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
料

紙
が
薄
い
点
や
質
感
か
ら
斐
紙
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
（
特
に
藤
裏
葉

巻
の
料
紙
に
つ
い
て
は
こ
の
二
点
の
特
徴
が
確
認
で
き
る
）。
し
か
し
、

帚
木
巻
の
料
紙
が
や
や
厚
い
こ
と
や
、
橋
姫
巻
・
手
習
巻
の
料
紙
に
は

丁
に
よ
っ
て
は
繊
維
が
一
部
偏
っ
て
固
ま
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
楮
紙
打
紙
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な（

6
）い。

　

各
帖
、
全
て
一
面
十
行
書
で
あ
る
。
字
高
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で

あ
る
（
縦
×
横
）。

　
　

帚
木
巻　

…
十
四
・
五
㎝
×
十
三
・
五
㎝

　
　

藤
裏
葉
巻
…
十
四
・
七
㎝
×
十
三
・
五
㎝

　
　

橋
姫
巻　

…
十
四
・
八
㎝
×
十
四
・
〇
㎝

　
　

宿
木
巻　

…
十
四
・
六
㎝
×
十
四
・
二
㎝

　
　

手
習
巻　

…
十
四
・
七
㎝
×
十
三
・
五
㎝

　

そ
れ
ぞ
れ
の
帖
の
字
高
を
比
較
す
る
と
、
最
大
で
縦
〇
・
三
㎝
、
横

〇
・
七
㎝
ほ
ど
の
差
が
見
ら
れ
る
。
一
行
の
文
字
数
に
つ
い
て
は
、
十

四
字
か
ら
二
〇
字
程
度
と
か
な
り
差
が
あ
る
。
特
に
帚
木
巻
は
丁
に

よ
っ
て
一
行
の
文
字
数
の
差
が
大
き
い
が
、
筆
跡
は
似
通
っ
て
お
り
同

一
筆
者
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
跡
か
ら
五
帖
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
は
異
な
る

が
、
各
帖
は
一
人
の
人
物
が
担
当
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

和
歌
の
書
式
に
つ
い
て
、
田
中
氏
は
「
和
歌
は　

改
行
し
て
、
下
の

句
か
ら
本
文
に
つ
づ
い
て
ゐ
る
」
と
し
て
お
り
、
た
し
か
に
帚
木
・
藤

裏
葉
・
橋
姫
・
手
習
巻
で
は
改
行
し
て
一
～
三
字
下
げ
で
書
き
始
め
、

成
り
行
き
で
改
行
し
、
二
行
目
は
行
頭
か
ら
始
め
て
、
そ
の
ま
ま
地
の

文
が
続
く
。
し
か
し
宿
木
巻
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
書
き
始
め
、
上

の
句
で
改
行
し
て
、
二
行
目
も
二
字
下
げ
で
下
の
句
を
書
き
、
次
の
行

の
行
頭
か
ら
地
の
文
を
書
い
て
い
る
。
断
簡
五
帖
は
巻
ご
と
に
別
の
人

物
に
よ
る
書
写
で
あ
る
た
め
、
書
写
者
に
よ
る
差
異
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

帚
木
巻
以
外
の
四
帖
に
は
、
一
部
に
花
・
鳥
・
紅
葉
・
月
・
雲
な
ど

の
型
紙
を
お
き
、
そ
の
上
か
ら
代
赭
粉
を
撒
き
散
ら
し
た
装
飾
が
成
さ

れ
て
い
る
。
装
飾
が
成
さ
れ
た
丁
を
具
体
的
に
示
す
と
、
藤
裏
葉
巻
は

一
丁
裏
・
六
丁
裏
・
七
丁
表
・
十
二
丁
表
、
橋
姫
巻
は
一
丁
裏
・
四
丁

裏
・
五
丁
表
・
八
丁
表
・
十
一
丁
裏
・
十
四
丁
裏
・
十
五
丁
表
・
十
八

丁
表
、
宿
木
巻
は
六
丁
裏
・
七
丁
表
、
手
習
巻
は
四
丁
裏
・
七
丁
表
・

十
一
丁
裏
・
十
二
丁
表
で
あ
る
。
装
飾
が
行
わ
れ
て
い
る
丁
は
、
列
帖

装
を
解
い
た
際
に
見
開
き
の
状
態
に
な
る
部
分
、
つ
ま
り
も
と
も
と
同

じ
一
紙
の
片
面
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
装
飾
は
、
文
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字
の
上
か
ら
代
赭
粉
が
散
ら
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
の
後
に
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
手
習
巻
十
一
丁
裏
・
十
二
丁
表
に
は
こ
の
特
徴

が
顕
著
に
見
え
る
）。
ま
た
、
橋
姫
巻
で
は
、
文
字
の
上
か
ら
代
赭
粉

を
散
ら
し
、
そ
の
後
に
本
文
訂
正
の
た
め
に
、
上
か
ら
な
ぞ
り
書
き
を

し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
（
橋
姫
巻
十
八
丁
表
五
行
目
「
は
へ
ら
す
」
の

部
分
を
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
列
帖
装
に
装
丁
さ
れ
て
い
た

状
態
の
も
の
に
『
源
氏
物
語
』
の
書
写
を
行
い
、
そ
の
後
、
装
丁
を
解

い
て
代
赭
粉
を
散
ら
す
装
飾
を
行
っ
て
か
ら
装
丁
し
な
お
し
た
と
い
う

工
程
が
想
定
で
き
る
。
本
文
訂
正
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ご
ろ
行
わ
れ
た

か
明
瞭
で
は
な
い
が
、
本
文
書
写
と
本
文
訂
正
の
筆
跡
が
同
一
人
物
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
も
問
題
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

本
文
の
書
写
年
代
と
代
赭
粉
に
よ
る
装
飾
の
時
期
は
隔
た
っ
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
各
帖
の
本
文
の
特
徴
と
内
容

　

本
節
で
は
、『
源
氏
物
語
』
断
簡
の
各
帖
を
取
り
上
げ
、
そ
の
本
文

の
特
徴
と
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
―
一
、
帚
木
巻

　

帚
木
巻
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、「
て
ね
た

る
へ
き
中
将
の
き
み
は
…
…
」
か
ら
「
…
…
さ
た
ま
ら
ぬ
あ
り
し
な
か

ら
に
て
か
ゝ
る
御
」ま
で
の
前
半
部
五
丁
分
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
大
成
』

で
は
、六
八
ペ
ー
ジ
6
行
目
か
ら
七
一
ペ
ー
ジ
7
行
目
に
相
当
す
る（
以

下
、
二
―
一
で
は
こ
の
前
半
部
を
Ⅰ
と
す
る
）。
二
つ
目
は
、「
ほ
と
に

み
へ
給
へ
る
み
に
し
む
は
か
り
に
…
…
」
か
ら
「
…
…
と
さ
ま
か
う
さ

ま
に
お
ほ
し
く
ら
す
」
ま
で
の
後
半
部
五
丁
分
で
あ
る
。『
源
氏
物
語

大
成
』
で
は
、
七
二
ペ
ー
ジ
13
行
目
か
ら
七
六
ペ
ー
ジ
7
行
目
に
相
当

す
る
（
以
下
、
二
―
一
で
は
こ
の
後
半
部
を
Ⅱ
と
す
る
）。
脱
落
部
分

の
文
字
数
が
約
七
三
〇
～
七
四
〇
字
程
度
と
想
定
で
き
る
。
Ⅰ
の
末
部

で
あ
る
五
丁
裏
が
一
六
七
字
、
Ⅱ
の
始
め
に
あ
た
る
六
丁
表
が
一
九
三

字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、一
丁
は
約
三
六
〇
字
程
度
で
あ
ろ
う
。し
た
が
っ

て
、
脱
落
部
分
は
約
二
丁
分
に
相
当
し
、
一
括
に
し
た
際
に
一
番
内
側

に
あ
っ
た
一
紙
が
脱
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
帚
木
巻
の
本
文
に
つ
い

て
、
田
中
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

は
は
き
ぎ　

は
、
青
表
紙
系
統
本
文
で
な
く
、
河
内
本
系
統
の
本

文
で
も
な
い
。
い
は
ゆ
る
別
本
・
古
本
の
本
文
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
大
成
本
所
収
の
別
本
に
は
、
こ
の
断
簡
類
似
の
本
文
の
も
の

が
な
い
。
か
な
づ
か
ひ
の
誤
や
写
し
誤
が
き
は
め
て
多
い
が
、
代

名
詞
の
「
い
づ
こ
」
が
「
い
ど
こ
」
に
な
つ
て
ゐ
た
り
し
て
、
本

文
開
拓
に
興
味
あ
る
本
文
で
あ
る
。

　

こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、『
源
氏
物
語
大
成
』
お
よ
び
「
源
氏
物
語

校
異
集
成
（（

7
）稿）」（

以
下
、「
校
異
集
成
（
稿
）」）
で
公
開
さ
れ
て
い

る
デ
ー
タ
を
用
い
て
異
同
を
確
認
し
た
。
な
お
、
掲
出
し
た
異
同
の
数

は
文
節
で
は
な
く
、『
源
氏
物
語
大
成
』
お
よ
び
「
校
異
集
成
（
稿
）」

に
よ
る
校
異
一
条
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
数
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
で

の
異
同
の
採
用
方
針
は
全
て
同
じ
）。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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表
1
で
示
し
た
と
お
り
、
春
曙
文
庫
本
栄
帚
木
巻
と
『
源
氏
物
語
大

成
』
と
の
間
に
は
、
三
一
八
箇
所
の
異
同
が
存
在
す
る
（
音
便
や
仮
名

遣
い
に
よ
る
異
同
を
除
く
）。
そ
の
う
ち
、
二
五
八
箇
所
は
春
曙
文
庫

本
の
み
の
独
自
異
文
で
、
全
体
の
約
八
十
一
％
に
あ
た
る
。
校
合
本
の

中
で
は
、
国
冬
本
と
の
一
致
率
が
最
も
高
く
、
四
一
箇
所
、
十
三
％
（
た

だ
し
、春
曙
文
庫
本
と
国
冬
文
庫
本
の
二
本
の
み
共
通
す
る
の
は
五
％
）

だ
が
、
圧
倒
的
に
春
曙
文
庫
本
の
独
自
異
文
が
多
い
と
言
え
る
。

　

以
下
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
異
同
を
取
り
上
げ
て
、
春
曙
文
庫

本
と
『
源
氏
物
語
大
成
』
本
文
、
別
本
の
異
同
を
示
し
な
が
ら
確
認
す

る
。

　

ま
ず
、
春
曙
文
庫
本
の
独
自
異
文
を
取
り
上
げ
る
。
二
五
八
箇
所
の

中
に
は
、
あ
き
ら
か
に
誤
字
・
脱
字
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
例

も
あ
る
が
、
大
き
く
他
本
と
異
な
る
表
現
が
複
数
確
認
で
き
る
。
次
に

示
す
の
は
、
光
源
氏
が
空
蝉
の
寝
所
に
押
し
入
る
場
面
で
あ
る
。

・
春
曙
文
庫
本
本
文
（
二
丁
表
～
二
丁
裏
）

　
　

�

か
ゝ
る
お
り
を
ま
ち
い
て
た
る
も
さ
ら
に
あ
さ
う
は
あ
ら
し
と
お

も
ひ
な
し
給
へ
と
い
と
や
は
ら
か
に
て
お
に
か
み
も
あ
ら
た
ゝ
す

ま
し
き
け
は
ゐ
な
れ
は
は
し
た
な
う
あ
さ
ま
し
う
こ
ゝ
に
は
さ
へ

き
人
も
は
へ
ら
す
な
と
た
か
へ
に
こ
そ
は
へ
め
れ
と
い
ふ
も
い
ふ

も
い
き
の
し
た
な
り

・『
源
氏
物
語
大
成
』
本
文
（
六
九
ペ
ー
ジ
2
行
目
～
6
行
目
）

　
　

�

か
ゝ
る
お
り
を
ま
ち
い
て
た
る
も
さ
ら
に
あ
さ
く
は
あ
ら
し
と
お

も
ひ
な
し
給
へ
と
い
と
や
は
ら
か
に
の
給
ひ
て
お
に
神
も
あ
ら
た

つ
ま
し
き
け
は
ひ
な
れ
は
は
し
た
な
く
こ
ゝ
に
人
と
も
え
の
ゝ
し

ら
す
心
ち
は
た
わ
ひ
し
く
あ
る
ま
し
き
こ
と
ゝ
お
も
へ
は
あ
さ
ま

し
く
人
た
か
へ
に
こ
そ
侍
め
れ
と
い
ふ
も
い
き
の
し
た
な
り

・
傍
線
部
の
校
異

　
　

0069

―04　

は
し
た
な
く
―
は
し
た
な
う
あ
さ
ま
し
う
春

　
　

0069

―04　

こ
ゝ
に
―
こ
ゝ
に
は
さ
へ
き
春

　
　

0069

―04　

�

と
も
え
の
ゝ
し
ら
す
心
ち
は
た
わ
ひ
し
く
あ
る
ま
し

き
こ
と
ゝ
お
も
へ
は
あ
さ
ま
し
く
―
も
は
へ
ら
す
な

と
春

　
　

0069

―04　

心
ち
は
た
―
心
地
は
た
い
と
陽
―
心
地
は
た
ゝ
国

　
　

0069
―05　

わ
ひ
し
く
―
わ
ひ
し
う
陽

　
　

0069
―05　

あ
る
ま
し
き
―
あ
さ
ま
し
き
陽

　
　

0069
―05　

お
も
へ
は
―
お
ほ
え
は
各

表 1　帚木巻

独自異文 258 81%

陽と共通 29（10） 9%（3%）

国と共通 41（15） 13%（5%）

各と共通 15（1） 5%（0）

穂と共通 18（6） 6%（2%）

異同総数 318

※�（）内の数字と％は、春曙文庫
本と該当本文のみに共通する注
記の数と割合である。
※�小数点以下は四捨五入。以下、
本稿では全て同じ。
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0069

―05　

あ
さ
ま
し
く
―
あ
さ
ま
し
う
陽
国
穂
―
ナ
シ
各

　
　

0069
―05　

侍
め
れ
ー
侍
ら
め
陽
―
侍
れ
国

　

こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
の
表
現
で
あ
る
。
校
異
を
見
れ

ば
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
春
曙
文
庫
本
は
独
自
異
文
を
持
っ
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
大
成
』
で
確
認
で
き
る
「
と
も
え
の
ゝ
し
ら
す
心
ち
は
た

わ
ひ
し
く
あ
る
ま
し
き
こ
と
ゝ
お
も
へ
は
」
に
相
当
す
る
部
分
は
な
く
、

空
蝉
の
心
情
は
「
は
し
た
な
う
あ
さ
ま
し
う
」
と
示
さ
れ
る
の
み
で
あ

る
。
ま
た
、
空
蝉
の
発
言
も
他
本
で
は
「
人
た
か
へ
に
こ
そ
侍
め
れ
」

の
み
で
あ
る
が
、
春
曙
文
庫
本
で
は
「
こ
ゝ
に
は
さ
へ
き
人
も
は
へ
ら

す
な
と
た
か
へ
に
こ
そ
は
へ
め
れ
」
と
発
言
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
物
語
の
大
筋
に
変
化
を
及
ぼ
す
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
他
本
の
ど

の
本
文
と
も
共
通
し
な
い
表
現
を
持
つ
場
面
が
散
見
さ
れ
る
。

　

先
述
し
た
通
り
、
今
回
の
調
査
で
校
合
し
た
伝
本
の
中
で
は
、
国
冬

本
と
の
一
致
率
が
最
も
高
い
。
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

が
、
国
冬
本
と
非
常
に
近
し
い
表
現
を
持
つ
部
分
も
確
認
で
き
る
。
次

に
示
す
の
は
、
光
源
氏
が
小
君
を
使
っ
て
、
空
蝉
に
文
を
届
け
さ
せ
よ

う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。

・
春
曙
文
庫
本
本
文
（
七
丁
裏
～
八
丁
表
）

　
　

�

あ
ね
き
み
の
御
こ
と
の
い
と
く
は
し
う
と
ひ
給
へ
は
わ
ら
は
心
ち

に
さ
る
へ
き
ふ
し
〳
〵
は
い
く
ゑ
き
こ
ゑ
給
い
と
は
つ

　
　

�

か
し
け
れ
は
う
ち
い
て
に
く
ゝ
お
ほ
さ
る
れ
と
い
と
よ
く
か
た
ら

ひ
た
ま
ひ
て
御
ふ
み
か
き
給
あ
や
し
と
お
も
ふ
に
こ
ま
〳
〵
と

み
ゝ
に
あ
て
ゝ
い
ひ
し
ら
せ
給

・
国
冬
本
本
文

　
　

�

い
も
う
と
の
君
の
こ
と
も
く
は
し
う
と
ひ
き
こ
へ
な
と
し
て
は
つ

か
し
け
に
し
つ
ま
り
た
れ
は
う
ち
い
て
に
く
ゝ
お
ほ
せ
と
い
と
よ

う
か
た
ら
ひ
給
ふ
御
ふ
み
た
ま
え
り
い
と
あ
や
し
う
お
も
へ
る
に

こ
ま
〳
〵
と
み
ゝ
に
あ
て
ゝ
い
ひ
し
ら
せ
給
ふ

・『
源
氏
物
語
大
成
』
本
文
（
七
四
ペ
ー
ジ
4
行
目
～
6
行
目
）

　
　

�

い
も
う
と
の
君
の
事
も
く
は
し
く
と
ひ
給
ふ
さ
る
へ
き
こ
と
は
い

ら
へ
き
こ
え
な
と
し
て
は
つ
か
し
け
に
し
つ
ま
り
た
れ
は
う
ち
い

て
に
く
し
さ
れ
と
い
と
よ
く
い
ひ
し
ら
せ
給

・
掲
出
部
の
校
異

　
　

0074

―04　

い
も
う
と
の
君
の
事
も
―
あ
ね
き
み
の
御
こ
と
の
春

　
　

0074

―05　

�

く
は
し
く
―
く
は
し
う
国
―
い
と
く
は
し
く
穂
―
い

と
く
は
し
う
春

　
　

0074

―05　

と
ひ
―
と
ひ
き
ゝ
各

　
　

0074

―05　

給
ふ
さ
る
へ
き
こ
と
は
い
ら
へ
―
ナ
シ
国

　
　

0074

―05　

�

給
ふ
さ
る
へ
き
こ
と
は
い
ら
へ
き
こ
え
な
と
し
て
―

給
へ
は
わ
ら
は
心
ち
に
さ
る
へ
き
ふ
し
〳
〵
は
い
く

ゑ
き
こ
ゑ
給
春

　
　

0074

―05　

は
つ
か
し
け
に
―
い
と
は
つ
か
し
け
れ
は
春

　
　

0074

―05　

し
つ
ま
り
た
れ
は
―
ナ
シ
春

　
　

0074
―06　

�

う
ち
い
て
に
く
し
さ
れ
と
―
う
ち
い
て
に
く
ゝ
お
ほ

せ
と
陽
国
―
う
ち
い
て
に
く
ゝ
お
ほ
さ
る
れ
と
春

　
　

0074
―06　

�
よ
く
―
よ
う
か
た
ら
ひ
給
ふ
御
ふ
み
た
ま
え
り
い
と
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あ
や
し
う
お
も
へ
る
に
こ
ま
〳
〵
と
み
ゝ
に
あ
て
ゝ

国
―
よ
く
か
た
ら
ひ
た
ま
ひ
て
御
ふ
み
か
き
給
あ
や

し
と
お
も
ふ
に
こ
ま
〳
〵
と
み
ゝ
に
あ
て
ゝ
春

　

こ
の
部
分
で
特
に
確
認
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
の
表
現
で
あ
る
。『
源

氏
物
語
大
成
』
で
確
認
で
き
る
「
よ
く
い
ひ
し
ら
せ
給
」
で
は
光
源
氏

が
小
君
に
丁
寧
に
言
い
聞
か
せ
た
と
い
う
情
報
の
み
が
読
み
取
れ
る
。

一
方
、
春
曙
文
庫
本
の
本
文
だ
と
、
光
源
氏
は
小
君
に
語
り
聞
か
せ
、

空
蝉
宛
て
の
手
紙
を
書
い
た
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
小
君
が
不

可
解
に
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
光
源
氏
は
細
か
く
耳
に
口
を
寄
せ

て
語
り
聞
か
せ
た
と
あ
る
。
こ
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
若
干
表
記
・
表

現
は
異
な
る
が
国
冬
本
で
も
同
じ
表
現
・
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
つ
ま
り
、
他
の
多
く
の
諸
本
の
本
文
よ
り
も
、
詳
細
な
情
報
を

春
曙
文
庫
本
・
国
冬
本
で
は
得
ら
れ
る
。
他
の
諸
本
で
は
、
光
源
氏
が

文
を
書
く
場
面
が
語
ら
れ
な
い
。
春
曙
文
庫
本
・
国
冬
本
で
は
、
こ
の

後
小
君
が
文
を
持
っ
て
空
蝉
の
も
と
に
行
く
場
面
と
話
が
通
じ
や
す
い

表
現
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
春
曙
文
庫
本
帚
木
巻
の
本
文
は
、
独
自
異
文
が
非

常
に
多
い
こ
と
と
、
他
の
別
本
と
比
較
し
た
結
果
、
国
冬
本
と
の
一
致

率
が
高
く
、
近
し
い
表
現
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
藤
裏
葉
巻
・
宿
木
巻
・
手
習
巻
の

本
文
に
つ
い
て
は
陽
明
文
庫
本
と
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
。
こ
れ

は
僚
巻
の
諸
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
帚
木
巻
に
つ
い

て
は
、
陽
明
文
庫
と
の
近
似
性
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
親
本
が

帚
木
巻
の
み
陽
明
文
庫
本
と
は
異
な
る
も
の
を
採
用
し
た
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
。一
方
、こ
の
帚
木
巻
断
簡
の
寸
法
が
藤
裏
葉
巻
・
橋
姫
巻
・

宿
木
巻
・
手
習
巻
の
断
簡
と
似
通
っ
て
い
た
た
め
、
僚
巻
と
判
断
し
て

い
た
が
、
そ
も
そ
も
僚
巻
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
、
僚
巻
か
否
か
の
判
定
は
大
き
さ
と
代
赭
粉
に
よ
る
装
飾
に

よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
お
り
、
帚
木
巻
に
つ
い
て
は
、
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同

じ
程
度
で
あ
る
た
め
、
僚
巻
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
文
の

特
徴
が
大
き
く
異
な
る
以
上
、
僚
巻
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
疑
問
が
生

じ
る
結
果
と
な
っ
た
。

二
―
二
、
藤
裏
葉
巻

　

藤
裏
葉
巻
は
全
十
二
丁
、『
源
氏
物
語
大
成
』一
〇
〇
三
頁
1
行
目「
な

み
る
人
か
ら
や
色
も
ま
す
ら
ん
…
…
」
か
ら
一
〇
一
一
頁
9
行
目
「
ひ

ゐ
な
の
や
う
な
る
御
有
さ
ま
を
ゆ
め
の
心
ち
し
て
」
ま
で
の
部
分
が
存

在
す
る
。
十
二
丁
＝
六
紙
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館

蔵
「
須
磨
」「
蜻
蛉
」
の
列
帖
の
一
綴
が
お
お
よ
そ
六
紙
で
あ
っ
た
こ

と
か（

8
）ら、
列
帖
の
一
綴
の
み
が
現
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
藤

裏
葉
巻
の
本
文
に
つ
い
て
、
田
中
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�　

つ
ぎ
に
、　

ふ
じ
の
う
ら
ば　

は
、
青
表
紙
本
に
似
た
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
ま
づ
別
本
系
統
の
本
文
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
成
に
校
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
本
で
は
陽
明
文
庫
本
の
独
自
異
文

と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ま
た
別
本
系
統
の
本
文
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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陽
明
文
庫
本
と

の
近
さ
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
別
本

群
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
に
鑑
み
、

『
源
氏
物
語
大
成
』

本
文
と
校
合
を
行

い
、「
校
異
集
成

（
稿
）」
を
用
い
て

別
本
の
校
異
を
確

認
し
た
。
そ
の
結

果
を
示
し
た
の
が

表
2
で
あ
る
。
な

お
、
田
中
が
指
摘

す
る
と
お
り
、
特
に
陽
明
文
庫
本
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
陽
明
文
庫
本
を
中
心
に
ま
と
め
た
。

　

表
2
に
示
し
た
と
お
り
、
春
曙
文
庫
本
藤
裏
葉
巻
と
『
源
氏
物
語
大

成
』
と
の
間
に
は
、
一
一
六
箇
所
の
異
同
が
存
在
す
る
（
音
便
や
仮
名

遣
い
に
よ
る
異
同
は
除
く
）。
そ
の
う
ち
八
〇
箇
所
は
陽
明
文
庫
本
と

共
通
し
て
お
り
（
ア
）、
そ
の
な
か
で
も
三
〇
箇
所
に
つ
い
て
は
、『
源

氏
物
語
大
成
』
お
よ
び
「
校
異
集
成
（
稿
）」
に
採
用
さ
れ
た
伝
本
の

な
か
で
、
陽
明
文
庫
本
と
春
曙
文
庫
本
の
み
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
異

同
で
あ
っ
た
（
ア
②
）。
一
方
、
陽
明
文
庫
本
と
は
共
通
し
な
い
異
同

三
六
箇
所
（
イ
）
の
う
ち
、
二
三
箇
所
は
春
曙
文
庫
本
に
の
み
確
認
で

き
る
異
文
で
あ
っ
た
（
イ
②
）。
な
お
、
陽
明
文
庫
本
に
お
い
て
春
曙

文
庫
本
と
共
通
し
な
い
異
同
は
二
一
箇
所
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
別
本
の
本
文
の
な
か
で
も
春
曙
文
庫
本
と
陽
明

文
庫
本
の
相
対
的
な
近
さ
が
確
認
で
き
よ
う
。
以
下
、
特
に
重
要
と
考

え
ら
れ
る
異
同
に
つ
い
て
、
春
曙
文
庫
本
・
陽
明
文
庫
本
・『
源
氏
物

語
大
成
』
本
文
を
並
置
し
て
確
認
し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
柏
木
が
夕
霧
を
雲
居
雁
の
も
と
へ
導
く
場
面
で
あ
る
。

・
春
曙
文
庫
本
（
藤
裏
葉
・
二
丁
オ
）

　
　

�

中
将
は
な
の
か
け
の
た
ひ
ね
よ
い
か
に
そ
や
く
る
し
き
し
る
へ
に

そ
は
へ
る
や
と
の
た
ま
へ
は
ま
つ
に
契
れ
る
は
あ
た
な
る
は
な
か

は
ゆ
ゝ
し
や
は
と
て
せ
め
給
中
将
は
心
の
う
ち
に
ね
た
の
わ
さ
や

と
思
所
あ
れ
と
人
さ
ま
の
お
も
ふ
さ
ま
に
め
て
た
き
に
か
う
も
あ

り
は
て
な
む
と
こ
ゝ
ろ
よ
せ
わ
た
る
事
な
れ
は
う
し
ろ
や
す
く
道

ひ
き
つ

・
陽
明
文
庫
本
（
藤
裏
葉
・
一
二（

9
）ウ）

　
　

�

中
将
花
の
か
け
の
た
ひ
ね
よ
い
か
に
そ
や
く
る
し
き
し
る
へ
に
そ

侍
や
と
の
給
へ
は
松
に
ち
き
れ
る
は
あ
た
な
る
は
な
か
は
ゆ
ゝ
し

や
は
と
て
せ
め
た
ま
ふ
中
将
は
心
の
う
ち
に
ね
た
の
わ
さ
や
と
お

も
ふ
と
こ
ろ
あ
れ
と
人
さ
ま
の
お
も
ふ
さ
ま
に
め
て
た
き
に
か
う

も
あ
り
は
て
な
ん
に
心
よ
せ
わ
た
る
こ
と
な
れ
は
う
し
ろ
や
す
く

み
ち
ひ
き
つ

表 2　藤裏葉巻

ア 陽と共通 80 69％

ア① 陽春＋他別本 50 43％

ア② 陽春のみ 30 26％

イ 陽と共通しない 36 31％

イ① 春＋他別本 13 11％

イ② 春のみ 23 20％

合計 116

※�表中の「他別本」は、「校異集成（稿）」において
藤裏葉巻で採用されている保・国・麦・阿・玉の
いずれかの伝本と共通することを意味する。
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・�『
源
氏
物
語
大
成
』
本
文
（
一
〇
〇
三
頁
12
行
目
～
一
〇
〇
四
頁
1

行
目
）

　
　

�

中
将
は
な
の
か
け
の
旅
ね
よ
い
か
に
そ
や
く
る
し
き
し
る
へ
に
そ

侍
や
と
い
へ
は
松
に
ち
き
れ
る
は
あ
た
な
る
花
か
は
ゆ
ゝ
し
や
と

せ
め
給
中
将
は
心
の
う
ち
に
ね
た
の
わ
さ
や
と
お
も
ふ
と
こ
ろ
あ

れ
と
人
さ
ま
の
お
も
ふ
さ
ま
に
め
て
た
き
に
か
う
も
あ
り
は
て
な

む
と
心
よ
せ
わ
た
る
こ
と
な
れ
は
う
し
ろ
や
す
く
み
ち
ひ
き
つ

　

二
重
傍
線
部
、
春
曙
文
庫
本
お
よ
び
陽
明
文
庫
本
に
お
い
て
「
と
の

た
ま
（
給
）
へ
ば
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
、
大
成
本
文
で
は
「
と
い

へ
は
」
と
な
っ
て
お
り
、
春
曙
文
庫
本
と
陽
明
文
庫
本
の
み
が
柏
木
へ

の
敬
意
を
示
し
て
い
る
。
同
様
の
異
同
は
河
内
本
系
統
・
定
家
本
系
統

の
諸
本
に
確
認
で
き
ず
、
別
本
群
に
も
な
い
。

　

こ
の
場
面
、
大
成
本
文
で
は
夕
霧
に
対
し
て
は
「
せ
め
給
」
と
敬
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
柏
木
に
対
し
て
は
「
い
へ
は
」「
～

と
お
も
ふ
と
こ
ろ
あ
れ
と
」「
～
と
心
よ
せ
わ
た
る
こ
と
な
れ
は
」「
み

ち
ひ
き
つ
」
と
、
い
ず
れ
も
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

一
貫
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、
春
曙
文
庫
本
と
陽
明
文
庫
本
が
柏
木
の
言

動
を
「
の
た
ま
ふ
」
と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
藤
裏

葉
巻
の
な
か
で
は
、「
御
と
も
に
こ
そ
と
の
給
へ
は
」（『
源
氏
物
語
大

成
一
〇
〇
〇
頁
1
～
2
行
目
）
と
柏
木
に
対
し
て
敬
語
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
「
の
た
ま
へ
は
」
と
す
る
本
文
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
と
の
た
ま
へ
は
」
と
「
と
い
へ
は
」
は
単
純

な
誤
写
の
想
定
が
難
し
く
、
な
ん
ら
か
の
解
釈
に
よ
っ
て
本
文
が
分
か

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
傍
線
部
に
着
目
す
る
と
、
大
成
本
文
が
「
ゆ
ゝ
し
や
と
」
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
春
曙
文
庫
本
と
陽
明
文
庫
本
は
「
ゆ
ゝ
し
や

は
と
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
定
家
本
系
統
の
御
・
横
・

池
・
三
お
よ
び
河
内
本
系
統
の
宮
・
尾
・
青
・
平
・
大
・
鳳
・
岩
、
別

本
の
麦
・
阿
に
お
い
て「
ゆ
ゝ
し
や
と
て
」と
な
っ
て
お
り
、「
～
と
て
」

の
部
分
は
大
島
本
以
外
の
伝
本
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

「
ゆ
ゝ
し
や
は
」
と
係
助
詞
「
は
」
が
付
く
の
は
春
曙
文
庫
本
と
陽
明

文
庫
本
の
み
で
あ
る
。「
や
は
」
は
反
語
と
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
「
不

吉
だ
ろ
う
か
、
い
や
そ
う
で
は
な
い
」
と
な
り
、
文
脈
上
不
自
然
で
あ

る
。
直
前
の
「
は
な
か
は
」
に
つ
ら
れ
て
「
や
は
」
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
ほ
か
、
雲
居
雁
へ
の
後
朝
の
文
に
対
し
て
大
成
本
文
は
「
い
と

な
れ
か
ほ
な
り
」（
一
〇
〇
五
頁
5
～
6
行
目
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、

春
曙
文
庫
本
・
陽
明
文
庫
本
の
み「
い
と
な
れ
か
ほ
に
か
き
給
へ
る
を
」

（
春
四
丁
オ
／
陽
一
四
ウ
）
と
あ
る
。
文
意
は
変
わ
ら
な
い
が
、
単
純

に
生
じ
る
異
同
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
陽
明
文
庫
本
と
春
曙
文
庫
本
が

祖
本
を
同
じ
く
す
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

最
後
に
、
藤
裏
葉
巻
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
春
曙
文
庫

本
に
存
在
す
る
傍
記
は
、
基
本
的
に
書
写
の
さ
い
に
生
じ
た
誤
脱
を
訂

正
す
る
類
の
も
の
で
あ
る
が
、
藤
裏
葉
巻
に
は
次
の
よ
う
な
注
記
が
見

え
る
。

　

く卯
月
八
日
事
也

わ
む
う
ふ
つ　
（
藤
裏
葉
・
六
丁
オ
）
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表 3 　橋姫巻

独自異文 183 66%

高と共通 57（1） 21%（0）

横と共通 42（13） 15%（5%）

保と共通 51（10） 18%（4%）

国と共通 55（1） 20%（0）

麦と共通 39（6） 14%（2%）

異同総数 277

　

こ
れ
は
「
灌
仏
」
が
旧
暦
四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
本
文
で
は
な
く
解
釈
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
同
種
の
注
記
は

春
曙
文
庫
本
で
は
ほ
か
に
見
い
だ
さ
れ
な
い
が
、
僚
巻
で
あ
る
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
須
磨
巻
で
は
、

　

・
三
月
廿
よ余

ト
也

日　
（
須
磨
・
3
ウ
）

　

・
せ軟

障

也

む
し
や
う　
（
須
磨
・
60
ウ
）

の
よ
う
に
、「
～
～
也
」
と
い
う
か
た
ち
で
本
文
の
内
容
を
補
う
注
記

が
付
さ
れ
て
い（

10
）る。
一
部
の
な
じ
み
が
薄
い
語
彙
に
つ
い
て
は
、
誤
読

を
避
け
る
た
め
に
解
釈
に
関
わ
る
注
記
が
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
―
三
、
橋
姫
巻

　

橋
姫
巻
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、「
し
て
ほ

と
ふ
る
時
は
こ
ひ
し
く
お
ほ
え
給
…
…
」
か
ら
「
…
…
か
せ
の
ふ
き
つ

る
を
思
か
け
ぬ
」
ま
で
の
八
丁
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
大
成
』
で
は
、

一
五
一
九
ペ
ー
ジ
10
行
目
か
ら
一
五
二
四
ペ
ー
ジ
8
行
目
に
相
当
す
る

（
以
下
、
二
―
三
で
は
Ⅰ
と
す
る
）。
二
つ
目
は
「
も
て
な
ひ
給
は
ん
も

中
〳
〵
う
た
て
あ
ら
む
…
…
」
か
ら
「
…
…
か
な
ら
す
ま
い
る
へ
け
れ

は
か
た
〳
〵
い
と
ま
な
く
侍
を
ま
た
こ
の
」
ま
で
の
十
二
丁
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
大
成
』
で
は
、
一
五
三
二
ペ
ー
ジ
13
行
目
か
ら
一
五
四
一

ペ
ー
ジ
2
行
目
に
相
当
す
る
（
以
下
、
二
―
三
で
は
Ⅱ
と
す
る
）。
Ⅰ

の
部
分
に
つ
い
て
は
一
綴
の
外
側
の
一
紙
も
し
く
は
二
紙
が
脱
落
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
橋
姫
巻
の
本
文
に
つ
い
て
、
田
中
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

は
し
ひ
め　

の
本
文
も
、

青
表
紙
本
で
な
く
、
河

内
本
で
な
く
、
別
本
系

統
に
属
す
る
や
う
で
あ

る
。
た
だ
し
、
お
な
じ

別
本
系
統
と
い
つ
て
も
、

こ
の
巻
の
本
文
は
、
大

成
本
の
別
本
系
統
独
自

異
文
と
一
致
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
系
統

本
の
一
本
と
し
て
の
価
値
を
認
め
る
程
度
の
本
文
で
あ
る
。

　

こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、『
源
氏
物
語
大
成
』
お
よ
び
「
源
氏
物
語

校
異
集
成
（
稿
）」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
用
い
て
異
同
を
確

認
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

表
3
で
示
し
た
と
お
り
、
春
曙
文
庫
橋
姫
巻
と
『
源
氏
物
語
大
成
』

と
の
間
に
は
、
二
七
七
箇
所
の
異
同
が
あ
る
（
音
便
や
仮
名
遣
い
に
よ

る
も
の
を
除
く
）。
そ
の
う
ち
、
一
八
三
個
所
は
春
曙
文
庫
本
の
み
の

独
自
異
文
で
、
全
体
の
約
六
六
％
に
あ
た
る
。
校
合
本
の
中
で
は
、
一

致
率
が
高
い
順
に
、
高
松
宮
家
本
が
五
七
箇
所
で
約
二
一
％
、
国
冬
本

が
五
五
箇
所
で
約
二
〇
％
、
保
坂
本
が
五
一
箇
所
で
約
一
八
％
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
藤
裏
葉
巻
本
文
と
陽
明
文
庫
本
の
よ
う
に
高
い
割

合
で
異
同
が
一
致
す
る
伝
本
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

先
述
し
た
通
り
、
春
曙
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』
断
簡
の
藤
裏
葉
巻
の
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本
文
は
陽
明
文
庫
本
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
本
巻
で
は
、

陽
明
文
庫
本
橋
姫
巻
は
校
合
本
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
陽
明
文
庫
本
が
次
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
こ
と
が
山
本

利
達
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ（

11
）る。

　
　

�

第
一
綴
の
部
分
、
す
な
わ
ち
本
文
一
〇
丁
ま
で
が
別
本
で
、
第
二

綴
以
下
は
青
表
紙
本
に
よ
る
補
写
で
あ
る
。
第
一
の
料
紙
は
、
夕

霧
や
幻
巻
の
料
紙
と
同
じ
で
、
第
一
巻
の
解
説
に
堅
楮
紙
と
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
第
二
綴
以
下
は
斐
紙
で
あ
る
。

　

陽
明
文
庫
本
の
第
一
綴
の
部
分
と
、
本
断
簡
で
確
認
で
き
る
部
分
は

一
致
し
な
い
。
ま
た
、
本
断
簡
で
確
認
で
き
る
本
文
は
、
陽
明
文
庫
本

が
補
写
す
る
前
の
本
文
と
近
し
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
判
断
は
難
し
い
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
橋
姫
巻
の
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
異
同

を
取
り
上
げ
て
、
春
曙
文
庫
本
と
『
源
氏
物
語
大
成
』、
別
本
の
異
同

を
示
し
な
が
ら
確
認
す
る
。
春
曙
文
庫
本
と
高
い
割
合
で
異
同
が
一
致

す
る
伝
本
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
帚
木
巻
ほ
ど
春
曙
文
庫
本
の
本
文

が
孤
立
し
た
状
態
に
あ
る
と
も
言
い
難
い
。
例
え
ば
、

　
　

1520

―11　

お
ほ
さ
れ
け
り
―
お
ほ
え
た
ま
ふ
高
横
保
国
麦
春

　
　

1522

―10　

こ
ま
や
か
に
―
ま
め
や
か
に
高
横
保
国
麦
春

　
　

1523

―14　

な
こ
や
か
に
―
の
と
や
か
に
高
横
保
国
麦
春

　
　

1534

―06　

心
う
つ
る
ま
し
き
―
心
ゆ
る
さ
ぬ
高
横
保
国
麦
春

の
よ
う
に
、
校
合
し
た
本
す
べ
て
の
本
と
一
致
す
る
表
現
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
異
同
を
確
認
す
る
と
場
面
の
大
筋
や
大
意
に
は
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
に
異
な
る
語
彙
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
春
曙
文
庫
本
を
は
じ
め
と
す
る
別
本
の
表
現
が
よ

り
場
面
に
即
し
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

・
春
曙
文
庫
本
本
文
（
十
一
丁
裏
～
十
二
丁
表
）

　
　

�

十
月
に
な
り
て
五
六
日
程
に
う
ち
へ
ま
う
て
給
ふ
あ
し
ろ
を
こ
そ

こ
の
こ
ろ
は
御
ら
ん
せ
め
と
き
こ
ゆ
る
人
〳
〵
あ
れ
と
何
か
そ
の

ひ
を
ん
し
に
あ
ら
そ
ふ
身
に
て
あ
し
ろ
に
も
よ
ら
む
と
そ
き
ゝ
す

て
た
ま
ふ
て
れ
い
の
し
の
ひ
や
か
に
て
い
て
た
ち
た
も
か
ひ
て

・『
源
氏
物
語
大
成
』
本
文
（
一
五
三
五
ペ
ー
ジ
1
行
目
～
3
行
目
）

　
　

�

十
月
に
な
り
て
五
六
日
の
ほ
と
に
う
ち
へ
ま
う
て
た
ま
ふ
あ
し
ろ

を
こ
そ
こ
の
比
は
御
ら
む
せ
め
と
き
こ
ゆ
る
人
〳
〵
あ
れ
と
な
に

か
そ
の
ひ
を
む
し
に
あ
ら
そ
ふ
心
に
て
あ
し
ろ
に
も
よ
ら
む
と
そ

き
す
て
給
て
れ
い
の
い
と
し
の
ひ
や
か
に
い
て
た
ち
給

・
傍
線
部
部
の
校
異

　
　

1535

―02　

�

あ
ら
そ
ふ
心
に
て
―
あ
ら
そ
ふ
身
に
て
高
保
国
麦
春

―
あ
ら
そ
ひ
て
横

　

薫
が
十
月
の
始
め
に
宇
治
を
訪
ね
る
。
そ
こ
で
、
冬
の
宇
治
の
風
物

詩
で
あ
る
網
代
の
見
物
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
断
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
薫
の
断
り
の
言
葉
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
青
表
紙
本
・
河
内
本

の
諸
本
で
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
で
見
ら
れ
る
「
ひ
を
む
し
に
あ
ら
そ

ふ
心
に
て
」
と
し
、
春
曙
文
庫
本
で
は
「
ひ
を
ん
し
に
あ
ら
そ
ふ
身
に

て
」
と
す
る
。「
ひ
を
む
し
（
ひ
を
ん
し
）」
と
は
、
朝
に
生
ま
れ
夕
方

に
は
死
ぬ
と
い
わ
れ
る
虫
で
、
は
か
な
い
も
の
の
例
え
と
し
て
も
用
い

ら
れ（

12
）る。

し
た
が
っ
て
、
薫
は
自
身
を
ひ
お
む
し
の
よ
う
に
は
か
な
い
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も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
網
代
見
物
を
断
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
「
は
か
な
さ
を
あ
ら
そ
ふ
心
」
よ
り
も
「
は
か
な
さ
を

あ
ら
そ
ふ
身
」
の
ほ
う
が
よ
り
、
薫
の
発
言
と
合
う
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
橋
姫
巻
も
別
本
に
分
類
さ
れ
る
本
文
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
陽
明
文
庫
本
橋
姫
巻
の
大
部
分
が
補
写
で
あ
る
た

め
、
藤
裏
葉
巻
の
よ
う
な
検
討
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
他

の
別
本
に
も
見
ら
れ
る
異
同
を
含
む
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
別
本
に
類
さ
れ
る
伝
本
で
見
ら
れ
る
表
現
を
取
り
上
げ
て
考
察
を

加
え
た
。

二
―
四
、
宿
木
巻

　

宿
木
巻
は
全
十
二
丁
で
、『
源
氏
物
語
大
成
』一
七
六
四
頁
3
行
目「
み

ち
を
ふ
み
わ
け
け
る
あ
と
も
み
え
ぬ
を
…
…
」
か
ら
一
七
七
二
頁
7
行

目
の
「
け
と
を
く
や
な
ら
ん
ま
た
宮
の
御
心
」
ま
で
が
存
在
す
る
。
十

二
丁
＝
六
紙
で
あ
り
、
列
帖
の
一
綴
の
み
が
現
存
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
宿
木
巻
の
本
文
に
つ
い
て
、
田
中
重
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

　
　

�

や
ど
り
ぎ　

の
本
文
は
、
別
本
系
統
で
、
大
成
所
収
本
で
は
、
陽

明
文
庫
本
の
本
文
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

ま
た
宿
木
巻
に
は
三
葉
の
断
簡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
池
尾
和
也
氏

は
こ
れ
を
「
丁
子
吹
き
料
紙
本
「
宿
木
」」
と
称
し
、『
源
氏
物
語
別
本

集（
13
）成』（
以
下
、『
別
本
集
成
』）
を
用
い
た
本
断
簡
も
含
む
校
異
の
一

覧
を
示
し
て
い（

14
）る。池

尾
氏
は
校
異
を
ふ
ま
え
、「
丁
子
吹
き
料
紙
本「
宿

木
」」
と
陽
明
文
庫
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
互
い
の
独
自
異
文
の
多
さ

か
ら
「
両
本
が
直
接
の
書
承
関
係
に
な
い
」
こ
と
を
認
め
つ
つ
、「
陽

明
文
庫
本
と
極
め
て
近
し
い
（
同
一
の
祖
本
を
持
つ
）
関
係
に
あ
る
こ

と
は
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
丁
子
吹
き
料
紙

本
の
価
値
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

陽
明
文
庫
本
の
よ
う
に
同
一
系
統
の
伝
本
を
ほ
か
に
持
た
な
い
単

独
本
で
は
、
そ
の
独
自
異
文
が
親
本
や
祖
本
に
由
来
す
る
も
の
か
、

そ
れ
と
も
単
な
る
不
注
意
に
起
因
す
る
も
の
か
を
峻
別
す
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
丁
子
吹
き
料
紙
本
と

の
比
較
が
可
能
な
部
分
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
そ
れ
が
可
能
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
少
な
く
と
も
共
通
す
る
異
同
は
祖
本
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
異
同
と
は
分
け
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
）。
す
な
わ
ち
、
同
じ
く
鎌
倉
中
期
書
写
の
両
本
を

用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
元
と
な
っ
た
祖
本
へ
の
遡
行
が
見

通
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

陽
明
文
庫
本
と
の
近
似
と
、
そ
の
価
値
が
示
さ
れ
て
い
る
。
異
同
の

全
容
に
つ
い
て
は
池
尾
氏
の
論
考
に
詳
し
い
た
め
本
稿
で
は
省
略
す
る

が
、
以
下
の
異
同
は
、
ま
さ
に
池
尾
氏
の
言
う
よ
う
に
「
祖
本
に
由
来

す
る
」
と
考
え
ら
れ
る
脱
文
で
あ
る
。

・
春
曙
文
庫
本
（
宿
木
・
10
ウ
～
11
オ
）

　
　

�

か
ら
う
し
て
そ
の
あ
か
つ
き
お
と
こ
に
て
む
ま
れ
給
へ
り
け
る
を

宮
も
か
ひ
あ
り
て
お
ほ
し
た
り
大
将
殿
も
よ
へ
お
は
し
ま
し
た
り
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し
か
し
こ
ま
り
に
や
か
て
こ
の
御
よ
ろ
こ
ひ
も
う
ち
そ
へ
て
た
ち

な
か
ら
ま
い
り
給
へ
り

・
陽
明
文
庫
本
（
宿
木
・
一
二
二
オ
）

　
　

�

か
ら
う
し
て
そ
の
あ
か
月
お
と
こ
に
て
む
ま
れ
給
へ
り
け
る
を
宮

も
か
ひ
あ
り
て
う
れ
し
く
お
ほ
し
た
り
大
将
は
も
よ
へ
お
は
し
ま

し
た
り
し
か
し
こ
ま
り
に
や
か
て
こ
の
御
よ
ろ
こ
ひ
も
う
ち
そ
え

て
た
ち
な
か
ら
ま
い
り
給
へ
り

・『
源
氏
物
語
大
成
』
本
文
（
一
七
七
一
頁
2
～
5
行
目
）

　
　

�

か
ら
う
し
て
そ
の
あ
か
月
お
と
こ
に
て
む
ま
れ
給
へ
る
を
宮
も
い

と
か
ひ
あ
り
て
う
れ
し
く
お
ほ
し
た
り
大
将
殿
も
よ
ろ
こ
ひ
に
そ

へ
て
う
れ
し
く
お
ほ
す
よ
へ
お
は
し
ま
し
た
り
し
か
し
こ
ま
り
に

や
か
て
こ
の
御
よ
ろ
こ
ひ
も
打
そ
へ
て
た
ち
な
か
ら
ま
い
り
給
へ

り

そ
れ
ぞ
れ
小
異
は
あ
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
二
重
傍
線
部
で
あ
る
。

現
在
確
認
で
き
る
諸
本
の
な
か
で
、
春
曙
文
庫
本
と
陽
明
文
庫
本
の
み

が
「
よ
ろ
こ
ひ
に
そ
へ
て
う
れ
し
く
お
ほ
す
」
の
部
分
を
有
さ
な
い
。

こ
の
部
分
は
一
五
文
字
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
桝
形
本
の
一
行
分
の
文
字

数
で
あ
る
こ
と
、
脱
文
の
一
文
目
と
、
脱
文
の
あ
と
の
一
文
字
目
が
と

も
に
「
よ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
移
り
に
よ
る
脱
文
が
想
定
で
き
よ

う
。
こ
れ
ま
で
は
陽
明
文
庫
本
の
み
に
こ
の
脱
文
が
確
認
で
き
た
た
め
、

陽
明
文
庫
本
の
不
注
意
と
も
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
春
曙
文
庫
本
と

陽
明
文
庫
本
に
こ
れ
が
共
通
し
て
脱
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
は
両
者
の

祖
本
に
お
い
て
脱
文
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

二
―
五
、
手
習
巻

　

手
習
巻
は
十
二
丁
分
が
現
存
し
て
お
り
、『
源
氏
物
語
大
成
』
に
照

ら
し
合
わ
せ
る
と
、
以
下
の
Ａ
～
Ｅ
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ　
　

�

二
〇
〇
一
頁
12
行
目
「
み
え
つ
ら
む
と
は
つ
か
し
く
…
…
」
か

ら
二
〇
〇
四
頁
10
行
目
の
「
…
…
ゆ
ふ
き
り
の
宮
す
所
の
」
ま

で

Ｂ　
　

�

二
〇
〇
五
頁
7
行
目
「
う
た
よ
み
い
に
し
へ
思
い
て
つ
ゝ

…
…
」
か
ら
二
〇
〇
六
頁
12
行
目
の
「
…
…
山
こ
も
り
し
た
る

と
ふ
ら
ひ
に
」
ま
で

Ｃ　
　

�

二
〇
〇
七
頁
8
行
目
「
う
ち
わ
す
れ
は
や
み
侍
ら
ぬ
を
…
…
」

か
ら
二
〇
一
〇
頁
6
行
目
の
「
…
…
ま
さ
り
給
に
け
る
か
な
と

を
な
し
く
は
」
ま
で

Ｄ　
　

�

二
〇
三
八
頁
12
行
目
「
我
し
た
ら
ん
あ
や
ま
ち
の
や
う
に

…
…
」
か
ら
二
〇
三
九
頁
9
行
目
の
「
…
…
ま
め
や
か
な
る
さ

ま
に
」
ま
で

Ｅ　
　

�

二
〇
四
二
頁
7
行
目
「
事
の
み
ま
さ
り
て
な
ん
…
…
」
か
ら
二

〇
四
三
頁
2
行
目
の
「
…
…
い
そ
か
さ
せ
侍
な
ん
と
い
ふ
を
き

く
に
」
ま
で

　

こ
の
う
ち
、
Ａ
と
Ｃ
は
紙
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
春
曙
文
庫
本
手
習

巻
の
半
丁
の
文
字
数
は
一
六
〇
～
一
八
〇
字
程
度
で
あ
り
、『
源
氏
物

語
大
成
』
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
Ａ
と
Ｂ
の
間
に
三
三
七
字
、
Ｂ
と
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Ｃ
の
間
に
三
四
〇
字
分
が
空
く
こ
と
か
ら
、
Ａ
～
Ｃ
は
も
と
も
と
列
帖

の
同
じ
綴
じ
の
う
ち
、
途
中
の
一
紙
を
脱
葉
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
Ａ
～
Ｃ
は
五
紙
で
あ
る
か
ら
、
脱
葉
と
考
え
ら
れ
る
一
紙
を
加

え
る
と
六
紙
と
な
り
、
列
帖
の
一
綴
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

Ｄ
Ｅ
も
一
紙
の
み
が
現
存
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
間
は
『
源
氏
物

語
大
成
』
で
一
二
九
四
字
分
で
あ
る
か
ら
、
間
に
は
二
紙
あ
っ
た
と
想

定
さ
れ
よ
う
。

　

宿
木
巻
の
本
文
に
つ
い
て
、
田
中
重
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

て
な
ら
ひ　

の
巻
の
本
文
は
、
Ａ
と
Ｂ
と
は
、
青
表
紙
本
系
統
の

榊
原
家
本
、
二
条
家
本
、
肖
柏
本
、
三
条
西
家
本
な
ど
に
一
致
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
Ｃ
も
同
様
で
あ
る
が
、
や
や
別
本
の
本
文
に

近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
Ｄ
Ｅ
は
別
本
本
文
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
青
表
紙
本
系
統
に
も
お
な
じ
本
文
が
あ
っ
た
り

し
て
、
き
め
が
た
い
。
思
ふ
に
、
こ
の
巻
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
は
、
す

べ
て
お
な
じ
筆
者
の
文
字
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
巻
の
本
文

は
、
通
じ
て
青
表
紙
系
統
本
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　

ほ
か
の
巻
と
は
異
な
り
、
青
表
紙
本
系
統
に
属
す
る
と
の
指
摘
が
あ

る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
手
習
巻
に
関
し
て
は
別
本
群
の
ほ
か
に
、
田
中

の
指
摘
す
る
榊
・
二
・
肖
・
三
と
、「
校
異
集
成
（
稿
）」
で
新
た
に
採

用
さ
れ
た
伝
本
の
な
か
で
上
記
の
四
本
と
関
係
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る

穂
・
徹
を
校
合
に
加
え
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
巻
と
同
様

に
陽
明
文
庫
本
と
の
関
係
性
が
わ
か
る
よ
う
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
に
分
け
て

示
す
。

表 4　手習巻

A B C D E 合計

ア 陽と共通 23 59％ 11 55％ 31 66％ 10 63％ 8 62％ 83 61％

ア① 陽春＋他別本 8 20％ 5 25％ 9 19％ 2 13％ 2 15％ 26 19％

ア② 陽春＋他別本＋青表紙本 5 12％ 2 10％ 11 23％ 4 25％ 3 23％ 25 18％

ア③ 陽春＋青表紙本 1 2％ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1％

ア④ 陽春のみ 9 22％ 4 20％ 11 23％ 4 25％ 3 23％ 31 23％

イ 陽と共通しない 16 41％ 9 45％ 16 34％ 6 38％ 5 38％ 52 39％

イ① 春＋他別本 1 3％ 1 5％ 1 2％ 0 0 1 8％ 4 3％

イ② 春＋他別本＋青表紙本 1 3％ 1 5％ 2 4％ 0 0 0 0 4 3％

イ③ 春＋青表紙本 4 10％ 1 5％ 1 2％ 0 0 0 0 7 5％

イ④ 春のみ 10 26％ 6 30％ 12 26％ 6 38％ 4 31％ 39 28％

合計 39 20 47 16 13 137

※�表中の「他別本」は、「校異集成（稿）」において手習巻で採用されている高・保・
池・国・阿・桃・歴のいずれかの伝本と共通することを意味し、「青表紙本」は校
合に採用した榊・二・肖・三・穂・徹のいずれかの伝本と共通することを意味する。
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表
4
に
示
し
た
と
お
り
、
総
異
同
数

は
一
三
七
箇
所
、
そ
の
う
ち
八
三
箇
所

が
陽
明
文
庫
本
と
共
通
し
て
お
り

（
ア
）、
そ
の
な
か
の
三
一
箇
所
に
つ
い

て
は
陽
明
文
庫
本
と
春
曙
文
庫
本
に
の

み
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
異
同
で
あ
っ

た
（
ア
④
）。
陽
明
文
庫
本
と
は
共
通

し
な
い
異
同
五
二
箇
所
（
イ
）
の
う
ち
、

三
九
箇
所
は
春
曙
文
庫
本
に
の
み
確
認

で
き
る
異
同
で
あ
っ
た
（
イ
④
）。

　

ま
た
、
表
5
に
は
春
曙
文
庫
本
と
共

通
し
な
い
異
同
を
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
く

ら
い
有
し
て
い
る
か
を
ま
と
め
た
。
た

だ
し
、「
青
表
紙
本
の
異
同
」
は
各
本

の
異
同
の
合
計
で
あ
り
、
諸
本
に
よ
る

差
異
が
大
き
い
。
特
に
穂
久
邇
文
庫
蔵

本
の
場
合
は
他
本
と
共
通
し
な
い
異
同

も
多
い
た
め
、別
に
項
目
を
立
て
た（
エ

①
）。

　

藤
裏
葉
巻
・
宿
木
巻
と
比
べ
る
と
陽

明
文
庫
本
と
の
一
致
率
は
や
や
低
い
。

こ
れ
は
、
春
曙
文
庫
本
の
み
が
も
つ
異

同
が
多
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
異
同
は
、

　

Ａ　

�2002

―02　

う
れ
し
う
―
う
れ
し
と
春

　

Ｂ　

2005

―14　

お
り
〳
〵
は
―
折
々
春

　

Ｃ　

2009

―01　

さ
や
う
の
す
ち
は
―
さ
や
う
の
事
す
ち
は
春

　

Ｄ　

2039

―02　

そ
む
き
に
け
る
―
そ
む
き
け
る
春

　

Ｅ　

2042

―13　

そ
の
御
は
て
の
わ
さ
ー
そ
の
は
て
の
わ
さ
春

の
よ
う
に
、
一
字
の
み
の
軽
微
な
異
同
が
二
三
例
で
あ
る
か
ら
、
と
り

た
て
て
異
な
る
本
文
を
持
つ
と
も
判
断
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
次
に
あ

げ
る
よ
う
な
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
な
が
ら
、
諸
本
の
な
か
で
陽
明

文
庫
本
と
の
み
近
い
異
同
こ
そ
注
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
場
面
で
は
、
浮
舟
が
入
水
を
は
か
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
小
野
の

妹
尼
に
問
わ
れ
、
事
情
を
話
せ
な
い
な
が
ら
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と

い
う
思
い
を
吐
露
す
る
。

・
春
曙
文
庫
本
（
手
習
・
3
オ
）

　
　

�

世
中
に
あ
り
け
り
と
は
い
か
て
人
に
し
ら
れ
し
き
ゝ
つ
く
る
人
も

あ
ら
は
い
と
い
み
し
く
こ
そ
と
て
な
き
給

・
陽
明
文
庫
本
（
手
習
・
二
一
オ
～
ウ
）

　
　

�

よ
の
な
か
に
あ
り
と
は
い
か
て
人
に
し
ら
れ
し
き
ゝ
つ
く
る
人
も

あ
ら
は
い
と
い
み
し
く
こ
そ
と
て
な
き
給

・『
源
氏
物
語
大
成
』（
二
〇
〇
三
頁
8
行
目
）

　
　

�
世
中
に
な
を
あ
り
け
り
と
い
か
て
人
に
し
ら
れ
し
き
ゝ
つ
く
る
人

も
あ
ら
は
い
と
い
み
し
く
こ
そ
と
て
な
い
給

　

確
認
し
た
伝
本
の
う
ち
、
春
曙
文
庫
本
と
陽
明
文
庫
本
の
み
が
、「
な

表 5　春曙文庫本以外の異同

A B C D E 合計

ウ 陽明文庫本の異同 20 8 23 4 1 56

エ 青表紙本の異同 23 14 33 8 14 92

エ① うち穂久邇文庫蔵本のみの異同 11 7 12 4 5 39

オ 陽青共通の異同 4 2 4 1 0 11
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を
」
を
有
さ
ず
、「
と
は
」
と
接
続
す
る
。
春
曙
文
庫
本
「
あ
り
け
り
」、

陽
明
文
庫
本
「
あ
り
」
で
完
全
に
は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
両
者
の
近

さ
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
次
は
小
野
の
妹
尼
の
婿
中
将
が
訪
問
に
際
し
、
そ
の
身
分
を

示
す
場
面
で
あ
る
。

・
春
曙
文
庫
本
（
手
習
・
6
ウ
）

　
　

�

あ
ま
君
の
む
か
し
の
む
こ
の
き
み
い
ま
は
中
将
に
て
お
は
し
け
る

か

・
陽
明
文
庫
本
（
手
習
・
二
五
ウ
）

　
　

�

あ
ま
君
の
む
か
し
の
む
こ
の
君
い
ま
は
中
将
に
て
お
は
し
け
る

・『
源
氏
物
語
大
成
』（
二
〇
〇
六
頁
11
行
目
）

　
　

�

あ
ま
君
の
む
か
し
の
む
こ
の
君
今
は
中
将
に
て
物
し
給
け
る

　

こ
の
例
で
も
、
他
本
が
一
貫
し
て
「
も
の
し
た
ま
ふ
」
を
基
準
と
す

る
本
文
を
有
す
る
の
に
対
し
、春
曙
文
庫
本
・
陽
明
文
庫
本
の
み
が「
お

は
す
」
を
基
準
と
す
る
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
春
曙
文
庫
本
は
「
～
か

（
が
）」
と
接
続
す
る
点
で
陽
明
文
庫
本
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、

こ
の
二
本
だ
け
が
近
い
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
物
し
給
け
る
」

と
「
お
は
し
け
る
」
は
意
味
上
の
差
異
は
小
さ
く
、
本
文
理
解
に
大
き

な
影
響
は
与
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
書
写
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
誤
写
は

想
定
し
難
い
。
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
手
習
巻
に
お
い
て
も
、
春
曙

文
庫
本
と
陽
明
文
庫
本
は
系
統
を
同
じ
く
す
る
よ
う
な
、
比
較
的
近
し

い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

田
中
は
Ａ
～
Ｃ
に
つ
い
て
「
青
表
紙
本
系
統
の
榊
原
家
本
、
二
条
家

本
、
肖
柏
本
、
三
条
西
家
本
な
ど
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
」
る
と
し
、

Ｄ
Ｅ
は
「
別
本
本
文
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
青
表
紙

本
系
統
に
も
お
な
じ
本
文
が
あ
っ
た
り
し
て
、
き
め
が
た
い
」
た
め
に
、

「
通
じ
て
青
表
紙
系
統
本
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
」
と
す
る
。

し
か
し
、
表
3
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
Ｄ
Ｅ
の
間
に
顕
著
な
差
は
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
本
と
の
一
致
率
も
や
は
り
高
い
こ
と
か
ら
、

積
極
的
に
青
表
紙
本
系
統
と
認
定
す
る
の
も
難
し
い
。
Ｄ
Ｅ
は
本
文
の

量
も
少
な
い
た
め
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
か
ら
一
概
に
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
手
習
巻
の
み
青
表
紙
本
系
統
で
あ
る
と
す
る
よ
り
も
、

手
習
巻
は
青
表
紙
本
系
統
と
別
本
群
の
距
離
が
小
さ
い
こ
と
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
手
習
巻
も
や
は
り
、
相
対
的
に
最
も
陽
明
文
庫

本
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
春
曙
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』
断
簡
（
帚
木
・
藤
裏
葉
・
橋
姫
・

宿
木
・
手
習
）
の
書
誌
情
報
と
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
た
。
藤
裏

葉
巻
・
宿
木
巻
・
手
習
巻
の
本
文
に
つ
い
て
は
陽
明
文
庫
本
と
近
い
関

係
に
あ
る
の
が
特
徴
で
、
こ
れ
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
僚
巻
と
も
共

通
す
る
。
陽
明
文
庫
本
と
の
直
接
的
な
書
承
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

共
通
の
祖
本
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
橋
姫
巻
の
本
文
に
つ
い
て
は
陽

明
文
庫
本
と
の
対
照
は
で
き
な
い
が
、
他
の
別
本
で
も
見
ら
れ
る
表
現

を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
方
で
、
帚
木
巻
の
本
文
に
つ
い
て
は
独



― 58 ―

﻿（飯田実花・川渕紗佳）

自
異
文
が
多
く
、
国
冬
本
と
似
通
っ
た
表
現
を
も
つ
と
い
う
他
の
巻
の

断
簡
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
独
自

異
文
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
期
の
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
検
討
す
る
上
で

出
現
し
た
新
た
な
資
料
と
し
て
重
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
文

を
含
め
て
検
討
し
た
際
、
他
の
四
帖
と
は
僚
巻
で
は
な
い
可
能
性
も
あ

る
と
述
べ
た
が
、
鎌
倉
期
書
写
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な

い
。

　

五
帖
合
わ
せ
て
六
十
六
丁
の
本
断
簡
の
書
誌
と
本
文
を
鎌
倉
期
書
写

の
別
本
の
性
格
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
。
鎌
倉
書
写
の
別
本
の
中

に
は
、
平
安
期
の
姿
を
と
ど
め
る
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
。
本
断
簡
の
本
文
か
ら
よ
り
平
安
期
に
近
い

姿
に
遡
及
で
き
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
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抄
（
十
巻
本
）』
巻
八
に
「
蜏
唐
韻
云
蜏
〈
音
誘 

漢

語
抄
云
比
乎
牟
之
〉
朝
生
暮
死
虫
名
也
」
と
あ
る
。

（
13
）　

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』第
十
三
巻「
早

蕨
～
宿
木
」（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）。

（
14
）　

注
5
池
尾
論
。



― 60 ―

﻿（飯田実花・川渕紗佳）

【
凡
例
】

一
、�

春
曙
文
庫
蔵
源
氏
物
語
断
簡
（
春
一
五
七
）
の
う
ち
、
帚
木
・
橋

姫
後
半
・
宿
木
・
手
習
を
翻
刻
し
た
。

一
、�

各
巻
の
冒
頭
に
は
帚
木
と
し
て
巻
名
を
示
し
た
。

一
、�

巻
途
中
の
落
丁
・
欠
損
箇
所
に
つ
い
て
は
点
線
で
示
し
た
。

一
、�

翻
刻
に
際
し
て
、
文
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、�

改
行
は
、
底
本
の
改
行
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。

一
、�

丁
移
り
の
際
に
は
、
行
末
に
」
を
付
し
、
巻
毎
の
丁
数
・
表
裏
を

示
し
た
。
ま
た
、（　

）
内
に
『
源
氏
物
語
大
成
』
の
頁
数
・
行

数
を
示
し
た
。

一
、�

翻
刻
に
際
し
て
は
、
底
本
が
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て

い
る
状
況
に
鑑
み
、
底
本
を
再
現
す
る
の
で
は
な
く
、
以
下
の
記

号
を
用
い
た
。

　
　

・
取
り
消
し
線　

見
せ
消
ち
訂
正

　
　

・｛　

｝
補
入
記
号
な
し
の
傍
書

　
　

・〈　

〉
補
入
記
号
あ
り
の
傍
書

帚
木

お
わ
け
い
り
給
て
け
は
ゐ
す
る
ほ
と
に

よ
り
給
へ
れ
は
い
と
さ
ゝ
や
か
に
て
ふ
し

た
り
ひ
は
ほ
の
く
ら
き
に
な
ま
わ
つ

ら
は
し
け
れ
と
う
へ
な
る
き
ぬ
を
お

し
や
り
給
に
お
ん
な
は
た
ゝ
よ
ひ
つ

る
人
と
お
も
ひ
け
り
い
と
し
の
ひ
て
中
将

め
し
つ
れ
は
人
し
れ
ぬ
お
も
ひ
の
し
る
し

あ
る
心
ち
し
て
と
い
ふ
を
と
か
う
も

お
も
ひ
わ
か
れ
す
も
の
に
お
そ
は
る
ゝ

こ
ゝ
ち
し
て
や
ゝ
と
お
ひ
ゆ
れ
は
と
か
ほ
に　
　

」
1
オ

�

（
六
八
頁
10
行
目
～
14
行
目
）

春
曙
文
庫
蔵
源
氏
物
語
断
簡

（
帚
木
・
橋
姫
後
半
・
宿
木
・
手
習
）　

翻
刻



― 61 ―

﻿

て
ね
た
る
へ
き
中
将
の
き
み
は
い
と
こ
に

そ
人
け
と
お
か
き
心
ち
し
て
物
む
つ
か
し

き
ひ
と
い
ふ
な
れ
は
な
け
し
の
し
も
に

人
〳
〵
ふ
し
て
い
と
ふ
な
り
し
も
に
な
ん
ゆ
き

を
り
て
た
ゝ
い
ま
な
ん
ま
う
の
ほ
ら
ん

と
は
へ
り
つ
と
い
ふ
み
な
し
つ
ま
り
ぬ
る
け

は
ゐ
な
れ
は
か
け
か
ね
お
は
な
ち
て
心
み

に
ひ
き
み
れ
は
あ
な
た
よ
り
か
さ
ゝ
さ
り
け

り
き
丁
を
さ
う
し
く
ち
に
さ
し
て
か
ら

う
つ
た
へ
物
を
き
て
み
た
り
か
は
し
き　
　

」
1
ウ

�
（
六
八
頁
6
行
目
～
10
行
目
）

は
へ
め
れ
と
い
ふ
も
い
ふ
も
い
き
の
し
た

な
り
き
え
ま
と
へ
る
け
し
き
い
と
こ

こ
し
ら
う
た
け
な
れ
は
お
か
し
う
お

ほ
さ
る
た
か
う
へ
う
も
あ
ら
ぬ
心
の

し
る
へ
な
る
を
お
も
は
す
に
も
お
ほ

め
い
給
め
る
か
な
す
き
か
ま
し
う
は

み
え
た
て
ま
つ
ら
し
お
も
ふ
こ
と
み
え

て
す
こ
し
き
こ
ゆ
へ
き
と
て
い
と
さ
ゝ

や
か
な
れ
は
か
き
い
た
き
て
さ
う
し

の
う
ち
い
れ
給
に
あ
や
し
く
そ
も　
　

」
2
オ

�

（
六
九
頁
5
行
目
～
9
行
目
）

そ
て
の
さ
は
り
て
お
と
も
き
こ
え
す

う
ち
つ
け
に
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
心
と
お
ほ
さ
ん

も
こ
と
は
り
な
れ
と
と
し
こ
ろ
お
も
ひ
わ

た
る
心
の
う
ち
も
き
こ
え
し
ら
せ
ん
と
て

か
ゝ
る
お
り
を
ま
ち
い
て
た
る
も
さ
ら
に

あ
さ
う
は
あ
ら
し
と
お
も
ひ
な
し
給
へ

と
い
と
や
は
ら
か
に
て
お
に
か
み
も
あ
ら

た
ゝ
す
ま
し
き
け
は
ゐ
な
れ
は
は
し

た
な
う
あ
さ
ま
し
う
こ
ゝ
に
は
さ
へ
き

人
も
は
へ
ら
す
な
と
た
か
へ
に
こ
そ　
　

」
2
ウ

�

（
六
八
頁
14
行
目
～
六
九
頁
5
行
目
）

ひ
き
た
れ
と
と
か
な
く
て
お
く
な
る
を

ま
し
に
ふ
し
給
ぬ
さ
う
し
ひ
き
た

て
ゝ
御
む
か
へ
に
お
も
の
と
れ
よ
と
の
給
へ
は

女
き
み
心
あ
は
せ
て
か
ゝ
る
と
し
も
や
と

ひ
と
の
お
も
ふ
ら
ん
と
わ
り
な
く
お
も
ふ
に

な
か
れ
ぬ
は
か
り
に
あ
せ
に
な
り
て
い
と

な
や
ま
し
け
に
さ
へ
み
ゆ
い
と
こ
よ
り

は
か
り
い
て
給
こ
と
に
そ
あ
ら
ん
と
し
こ
ろ

も
す
こ
し
つ
へ
う
あ
な
か
ち
な
る

ま
に
て
物
を
の
た
ま
ひ
つ
く
す
へ　
　

」
3
オ

�

（
六
九
頁
13
行
目
～
七
〇
頁
3
行
目
）
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ち
よ
り
た
れ
と
め
つ
る
中
将
め
く
物

き
た
る
き
た
る
や
ゝ
と
の
ひ
に
あ
や
し

く
て
た
ち
よ
り
た
れ
は
に
ほ
ゐ
き
て

か
ほ
に
も
か
ゝ
る
こ
ゝ
ち
す
れ
は
お
も
ひ

よ
り
ぬ
あ
さ
ま
し
や
こ
は
い
か
な
る
こ
と

そ
と
お
も
ひ
さ
わ
か
る
れ
と
き
こ
ゆ

へ
き
か
た
も
な
し
な
み
〳
〵
の
人
な
ら
は

こ
そ
あ
ら
め
ら
か
に
も
ひ
き
か
な
く

ら
め
た
れ
た
に
人
の
あ
ま
た
し
ら
ん
は

い
と
を
し
る
へ
き
見
さ
わ
き
て
し
た　
　

」
3
ウ

�
（
六
九
頁
9
行
目
～
13
行
目
）

ゐ
こ
と
な
れ
は
な
か
〳
〵
い
と
な
し
た
る

い
と
う
た
て
な
り
け
る
お
の
つ
か
ら
き
た

ま
う
や
う
も
あ
ら
む
あ
な
か
ち
に

す
き
か
ま
し
き
心
と
は
さ
ら
に
な
ら
ぬ

を
さ
る
へ
き
に
や
し
ふ
か
く
あ
は
め

ら
れ
た
て
ま
つ
る
も
い
と
わ
り
な
う

こ
と
わ
り
な
る
に
み
つ
か
ら
も
あ
や
し

き
ま
て
な
ん
と
ま
め
た
ち
て
も
す

へ
く
よ
ろ
つ
に
の
給
へ
と
い
と
は
つ
か
し

け
に
た
く
ひ
な
き
御
け
は
い
の
い
よ
〳
　〵
　

」
4
オ

�

（
七
〇
頁
8
行
目
～
12
行
目
）

か
め
れ
と
な
を
い
と
わ
か
〳
〵
し
き
こ

こ
ち
し
は
へ
る
は
う
つ
ゝ
と
も
お
も
ふ
給

へ
ら
れ
す
こ
そ
か
す
な
ら
ぬ
み
な
か
ら

か
う
お
ほ
し
く
た
し
け
る
御
心
の
ほ
と

は
い
か
ゝ
わ
あ
さ
ま
し
う
と
お
も
ふ
給
へ
し

ら
さ
ら
ん
い
と
か
う
や
う
な
る
き
は
〳
〵

き
は
と
こ
そ
は
へ
な
れ
と
て
お
し
た
ち

給
へ
る
な
さ
け
な
さ
お
う
し
と
お
も
へ

る
も
け
に
い
と
を
し
う
は
つ
か
し
け
な

れ
は
そ
の
き
は
〳
〵
も
又
お
も
ひ
し
ら
ぬ
う　
　

」
4
ウ

�

（
七
〇
頁
3
行
目
～
8
行
目
）

な
く
さ
ま
い
と
あ
は
れ
け
な
り
あ
な
か

ち
に
心
く
る
し
う
は
あ
ら
ね
と
み
さ
ら

ま
し
か
は
た
さ
う
〳
〵
し
か
ら
ま
し
と
お
ほ
す

な
く
さ
め
か
た
う
お
も
へ
れ
は
な
と
か
う
う
と
ま

し
き
物
に
は
お
ほ
す
へ
き
お
も
む
き
さ
ま
な
る

お
こ
そ
ち
き
り
あ
り
と
は
お
も
ひ
な
い
給
ら
め

む
け
に
よ
を
し
ら
ぬ
け
し
き
に
お
ほ
さ
れ

た
る
け
し
き
な
ん
い
と
つ
ら
き
こ
と
う
ら

み
ら
れ
て
い
と
か
う
う
き
み
の
ほ
と
の
さ

た
ま
ら
ぬ
あ
り
し
な
か
ら
に
て
か
ゝ
る
御　
　

」
5
オ

�

（
七
一
頁
2
行
目
～
7
行
目
）



― 63 ―

﻿

う
ち
と
け
き
こ
え
ん
も
は
つ
か
し
け
れ
は

す
く
よ
か
に
心
つ
き
な
し
と
は
み
へ
た
て

ま
つ
る
と
も
さ
る
か
た
に
い
ふ
か
ひ
な
く
て

も
す
く
し
て
む
と
心
つ
よ
う
お
も
ひ
な

し
て
つ
れ
な
く
も
て
な
す
ひ
と
ほ
上
の

た
を
や
か
な
る
に
つ
よ
い
心
を
し
ひ

て
く
は
へ
た
れ
は
な
よ
た
け
の
心
ち
し
て

さ
す
か
に
を
く
へ
く
も
あ
ら
す
ふ
し
こ
と

に
心
や
ま
し
う
て
あ
や
に
く
け
な
る

心
さ
ま
を
い
ふ
か
ひ
な
し
と
お
も
ひ
て　
　

」
5
ウ

�

（
七
〇
頁
12
行
目
～
七
一
頁
2
行
目
）

心
く
る
し
う
お
ほ
し
や
る
す
く
れ
た
る
こ
と
は

な
け
れ
と
め
や
す
く
も
み
え
つ
る
に
な
ゝ

こ
の
し
な
っ
な
か
ら
く
ま
な
う
み
あ
つ
む
る

人
の
い
ひ
し
こ
と
の
は
ゝ
け
に
と
お
ほ
し
あ
は

せ
ら
れ
て
に
し
お
も
て
の
か
う
し
い
そ
き
あ
け
つ

る
け
は
ゐ
も
さ
る
か
た
に
ゆ
か
し
か
り
け
り

こ
の
こ
ろ
は
と
の
に
の
み
お
は
す
な
を
か
の
人

の
う
ち
た
へ
て
お
も
ふ
ら
ん
こ
と
御
心
に
か
ゝ
り
て

く
る
し
き
を
お
ほ
し
わ
ひ
て
き
の
か
み
を
め

し
た
り
か
の
あ
り
し
と
う
中
納
言
こ
ゝ
に　
　

」
6
オ

�

（
七
三
頁
5
行
目
～
9
行
目
）

ほ
と
に
み
へ
給
へ
る
み
に
し
む
は
か
り
に
お

も
ふ
つ
る
す
き
心
と
も
ゝ
あ
へ
か
｛
め
｝
月
は
あ
り

あ
け
に
て
か
け
を
さ
ま
れ
る
物
か
ら
か
ほ
や
さ
か

に
見
え
て
な
か
〳
〵
お
か
し
き
あ
と
や
ほ
の
な
り
な

に
心
も
な
く
そ
ら
の
け
し
き
も
た
ゝ
み
る
ひ
と

か
ら
と
の
み
ゑ
ん
に
も
見
ゆ
る
な
り
け
り
人
し
れ
ぬ

御
心
に
は
い
と
む
ね
い
た
く
か
へ
り
み
か
ち
に
て
い
て

給
て
と
の
に
か
へ
り
お
は
し
て
も
と
み
に
ま
と
ろ
ま

れ
給
は
す
又
あ
ひ
み
る
へ
き
か
た
な
き
を
あ

は
れ
に
こ
の
人
の
お
も
ふ
ら
ん
こ
と
は
ま
し
て
い
か
な
ら
ん
と　

」
6
ウ

�

（
七
二
頁
13
行
目
～
七
三
頁
5
行
目
）

こ
ゆ
る
人
そ
か
し
ま
こ
と
に
よ
し
や
と
の
た
ま
は
す

れ
は
こ
と
も
な
く
は
へ
る
へ
し
い
と
も
て
は
な
れ
う

と
〳
〵
し
う
は
へ
れ
は
世
れ
い
に
て
な
む
む
つ
ひ

は
へ
ら
ぬ
と
き
こ
ゆ
さ
て
か
の
こ
き
み
は

五
六
は
か
り
あ
り
て
ゐ
て
ま
い
れ
り
こ
ま
や

か
に
お
か
し
き
こ
と
は
な
け
れ
と
な
ま
め
き

あ
て
な
る
人
と
み
え
た
り
め
し
い
れ
て
い
と
な

つ
か
し
う
か
た
ら
ひ
給
へ
は
わ
ら
は
心
ち
に

い
と
う
れ
し
と
お
も
ふ
あ
ね
き
み
の
御
こ
と
の

い
と
く
は
し
う
と
ひ
給
へ
は
わ
ら
は
心
ち
に
さ
る　
　

」
7
オ

�

（
七
三
頁
14
行
目
～
七
四
頁
7
行
目
）
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ゑ
さ
せ
よ
ら
う
た
け
に
み
へ
し
お
み
に
ち
か
う

つ
か
ふ
ひ
と
に
せ
ん
う
へ
に
も
わ
れ
た
て
ま
つ
ら
ん

と
の
給
へ
は
い
と
か
し
こ
き
お
ほ
せ
事
に
は
へ
り

か
の
あ
ね
な
る
人
に
い
ひ
は
へ
ら
ん
と
申
に
も

む
ね
つ
ふ
れ
給
へ
と
つ
れ
な
く
て
そ
の

あ
ね
き
み
は
あ
そ
こ
の
お
と
ゝ
や
も
た
れ
た

る
さ
も
は
へ
ら
す
こ
の
二
三
ね
ん
こ
そ
か
く
て
も
の

し
は
へ
れ
を
や
の
お
き
て
に
あ
ら
す
と
こ
ゝ
ろ

ゆ
か
ぬ
や
う
に
な
ん
き
ゝ
た
ま
ふ
す
と
き
こ

ゆ
れ
は
あ
は
れ
の
こ
と
や
は
む
た
し
か
ら
す
き　
　

」
7
ウ

�
（
七
三
頁
9
行
目
～
14
行
目
）

　
　
　

み
し
ゆ
め
を
あ
ふ
よ
あ
り
や
と
な
け
く

ま
に
め
さ
へ
あ
は
て
そ
ひ
こ
ろ
〈
も
〉
へ
に
け
る
ぬ
る

よ
な
け
れ
は
な
と
い
と
め
と
ま
り
ぬ
へ
き
御
か
き

さ
ま
な
れ
と
み
い
れ
ら
れ
す
め
も
き
り
て

心
え
か
た
き
み
の
す
く
せ
う
さ
そ
ひ
た
り

け
る
を
お
も
ひ
つ
ゝ
け
う
ち
ふ
し
給
へ
り
又

の
ひ
そ
の
き
み
を
め
し
た
れ
は
ま
い
る
と
て

御
か
へ
り
こ
へ
は
か
ゝ
す
御
ふ
み
み
わ
く
へ
う
も

あ
ら
す
と
き
こ
え
よ
と
い
へ
は
う
ち
わ
ら
ひ
て

た
か
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
の
給
は
せ
し
を
い
か
　ゝ
　

」
8
オ

�

（
七
四
頁
10
行
目
～
14
行
目
）

へ
き
ふ
し
〳
〵
は
い
く
ゑ
き
こ
ゑ
給
い
と
は
つ

か
し
け
れ
は
う
ち
い
て
に
く
ゝ
お
ほ
さ
る
れ
と

い
と
よ
く
か
た
ら
ひ
た
ま
ひ
て
御
ふ
み
か
き

給
あ
や
し
と
お
も
ふ
に
こ
ま
〳
〵
と
み
ゝ
に
あ
て
ゝ

い
ひ
し
ら
せ
給
か
ゝ
る
こ
と
こ
そ
は
と
い
と
お
も
ひ

か
け
か
た
け
れ
と
お
さ
な
心
ち
ふ
か
う
も
た
と

ら
す
も
て
き
た
れ
は
お
ん
な
む
ね
つ
ふ
れ
て

あ
さ
ま
し
き
に
な
み
た
も
お
ち
ぬ
こ
の
こ
の
お
も

ふ
ら
ん
こ
と
も
は
つ
か
し
う
て
さ
す
か
に
御
ふ
み
を

お
か
く
し
に
ひ
き
ひ
ろ
け
た
り
い
と
こ
と
お
ほ
く
て　
　

」
8
ウ

�

（
七
四
頁
7
行
目
～
9
行
目
）

ま
し
き
な
め
り
と
の
給
に
か
ほ
う
ち
あ
か
め
て

い
つ
ら
と
の
給
に
し
か
〳
〵
な
ん
は
ら
た
ち
た
ち
は
へ

る
と
き
こ
ゆ
れ
は
心
の
こ
と
や
と
て
又
も
た
ま
へ

り
あ
こ
は
ゑ
し
ら
し
な
そ
の
い
よ
の
お
き
な

と
も
の
さ
き
よ
り
み
た
て
ま
つ
り
そ
め
し

ひ
と
そ
さ
れ
と
た
の
も
し
け
な
く
ひ
ほ

そ
と
ふ
つ
つ
か
な
る
こ
ゝ
ろ
て
こ
し
つ
き

ゑ
り
ま
う
け
給
へ
る
そ
か
し
き
み
は

あ
か
こ
に
て
あ
れ
よ
か
の
を
や
は
た
の
も
し

け
な
れ
と
ゆ
く
さ
き
み
し
か
ゝ
め
り
な
と　
　

」
9
オ

�

（
七
五
頁
5
行
目
～
9
行
目
）
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さ
は
き
こ
ゑ
む
と
い
ふ
お
心
や
ま
し
く
て

の
こ
り
な
う
の
給
き
か
せ
け
る
と
お
も
ふ
に

つ
ら
き
こ
と
か
き
り
な
し
い
て
お
よ
す
け
た
る
こ
と

は
い
は
ぬ
物
そ
さ
は
な
た
ま
は
り
そ
と
け
し
き

あ
し
け
れ
は
め
す
に
は
い
か
ゝ
と
て
ま
い
り
ぬ
か
の

み
す
い
た
る
心
ち
に
こ
の
ま
ゝ
は
ゝ
の
あ
り
さ
ま

を
よ
に
め
て
た
し
と
お
も
ひ
て
つ
い
せ
う

し
よ
る
こ
ろ
な
れ
は
こ
き
み
わ
は
く
る

ま
に
て
ゐ
て
あ
り
く
こ
き
み
め
し
よ
せ
て

き
の
ふ
は
ま
ち
く
ら
し
て
や
み
に
き
あ
ひ
お
も
ふ　
　

」
9
ウ

�

（
七
四
頁
14
行
目
～
七
五
頁
5
行
目
）

て
な
と
は
お
も
ひ
き
こ
え
ぬ
に
し
も
あ
ら
ね

と
を
か
し
き
さ
ま
を
み
え
た
て
ま
つ
り
て

な
に
ゝ
な
る
へ
き
み
そ
と
お
も
ひ
か
へ
す

な
り
け
り
き
み
も
お
ほ
し
お
こ
た
る
お

り
も
な
く
こ
ひ
し
き
よ
り
も
心
く
る
し

う
お
も
へ
り
し
さ
ま
を
お
ほ
し
わ
た
る

か
ろ
〳
〵
し
く
は
ひ
ま
き
れ
て
た
ち
よ
り

た
ま
は
ん
に
も
人
め
し
け
ゝ
な
れ
は
す

き
〳
〵
し
き
ふ
る
ま
ひ
や
あ
ら
は
れ
ん
と
は

は
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
お
ほ
し
く
ら
す　
　

」
10
オ

�

（
七
六
頁
2
行
目
～
7
行
目
）

の
給
へ
は
さ
も
あ
り
け
ん
い
み
し
か
り
け
る
こ
と

と
お
も
へ
る
も
お
か
し
と
お
も
ほ
す
又
御
ふ
み

も
給
へ
り
さ
れ
と
こ
の
こ
も
い
と
は
か
な
し

心
よ
り
ほ
か
に
ち
り
も
せ
は
か
ろ
〳
〵
し
き

な
さ
へ
そ
へ
む
み
の
あ
り
さ
ま
を
を
い
と
つ

き
な
く
お
ほ
え
て
め
て
た
き
ひ
と
な
り

と
も
わ
か
み
こ
そ
と
思
へ
は
い
と
す
き
か
ま

し
き
こ
と
の
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
う
ち
と
け

た
る
け
は
ゐ
も
き
こ
ゑ
す
ほ
の
か
な

り
し
御
け
は
ひ
な
と
お
け
に
よ
に
な
へ　
　

」
10
ウ

�

（
七
五
頁
9
行
目
～
七
六
頁
2
行
目
）

橋
姫

ら
ま
し
事
に
の
給
ふ
も
の
を
き
こ
ゑ
は
け
ま

し
て
御
心
は
け
ま
ひ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
お
ほ
ひ

て
の
と
や
か
な
る
ゆ
ふ
く
れ
に
す
ひ
り
｛
ま
い
り
｝
給
へ
り
れ
い

の
さ
ま
な
る
御
も
の
か
た
り
き
こ
ゑ
か
わ
し

給
ふ
つ
い
て
に
う
ち
の
み
こ
の
御
事
き
こ

ゑ
い
て
ゝ
み
し
｛
あ
｝
か
月
の
あ
り
さ
ま
な
と
く
は

し
う
の
た
ま
ひ
い
て
た
る
に
宮
い
と
せ
ち
に

を
か
し
と
お
ほ
い
た
り
さ
れ
は
よ
と
御
け
し
き
を

み
い
て
ゝ
い
と
ゝ
御
心
う
こ
き
ぬ
へ
く
い
ひ
つ
ゝ
け

給
ふ
さ
て
そ
の
返
事
有
け
ん
は
何
か
み
せ
給　
　

」
9
オ

�

（
一
五
三
三
頁
4
行
目
～
9
行
目
）
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も
て
な
ひ
給
は
ん
も
中
〳
〵
う
た
て
あ
ら
む

れ
い
の
わ
か
人
に
ゝ
ぬ
こ
ゝ
ろ
は
へ
な
ん
め
る

を
な
か
ら
む
の
ち
も
な
と
ひ
と
事
う
ち

ほ
の
め
か
し
て
し
か
は
さ
や
う
に
て
心
そ

と
め
た
ら
ん
な
と
の
た
ま
ひ
け
り
御
み
つ

か
ら
も
さ
ま
〳
〵
の
御
と
ふ
ら
ひ
野
山
の

い
は
や
に
あ
ま
り
し
事
な
と
の
給
へ
り
｛
け
り
｝

り
ま
う
て
ん
と
思
し
て
お
も
ひ
て
三
宮
の

か
や
う
に
を
く
ま
り
た
ら
ん
あ
た
り
の
み

ま
さ
り
せ
ん
こ
そ
を
か
し
か
り
け
れ
と
あ　
　

」
9
ウ

�

（
一
五
三
二
頁
14
行
目
～
一
五
三
三
頁
4
行
目
）

や
ま
さ
と
め
い
た
る
く
ま
さ
な
と
に
を
の
つ

か
ら
侍
ら
ん
め
り
こ
の
き
こ
ゑ
さ
す
わ
た
り
は
い
と

よ
つ
か
ぬ
ひ
し
り
さ
ま
に
て
こ
ち
〳
〵
し
う
そ

あ
ら
ん
と
と
し
こ
ろ
思
あ
な
つ
り
て
み
ゝ
を
た

に
こ
そ
と
ゝ
め
さ
り
つ
れ
ほ
の
か
な
り
し
月

つ
き
か
け
の
み
を
｛
と
｝
り
せ
す
は
ま
を
な
ら
む
｛
む
｝
は
や

け
は
い
あ
り
さ
ま
は
さ
は
か
り
な
ら
ん
を
そ
あ

ら
ま
ほ
し
き
程
と
思
給
へ
侍
へ
き
な
と
き
こ
ゑ

た
ま
え
は
は
て
〳
〵
は
ま
め
た
ち
て
い
と
ね

た
く
お
ほ
ろ
け
の
ひ
と
に
心
ゆ
る
さ
ぬ
人
の　
　

」
10
オ

�

（
一
五
三
四
頁
1
行
目
～
6
行
目
）

み
せ
給
は
さ
り
し
ま
ろ
な
ら
ま
し
か
は
と
う
ら
み
給
ふ

さ
か
し
い
と
さ
ま
〳
〵
に
御
ら
ん
す
へ
か
ん
め
る
は
し

を
た
に
そ
み
せ
さ
せ
給
は
ぬ
か
の
わ
た
り
は
い
と
む

し
ん
に
う
も
れ
た
る
み
に
か
ら
引
こ
め
て
や
む

へ
き
け
は
ひ
に
も
侍
ら
ね
は
か
な
ら
す
御
ら
ん
せ
さ

せ
は
や
と
思
給
れ
と
い
か
て
か
は
た
つ
ね
よ
ら
せ
給
へ
き

か
や
す
き
程
こ
そ
す
か
ま
ほ
し
く
は
い
と
よ
く
て

す
き
ぬ
へ
き
よ
に
て
侍
け
れ
か
く
ろ
え
お
ほ
か
め

る
哉
さ
る
か
た
に
み
と
こ
ろ
あ
り
ぬ
へ
き
女
も
の

を
も
は
し
く
う
ち
し
の
ひ
た
る
す
み
か
と
も　
　

」
10
ウ

�

（
一
五
三
三
頁
9
行
目
～
一
五
三
四
頁
1
行
目
）

事
〳
〵
し
れ
い
の
を
と
ろ
〳
〵
し
き
ひ
し

り
事
は
み
は
て
ゝ
し
か
な
と
て
わ
ら
ひ

給
ふ
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
は
か
の
ふ
る
人
の
ほ
の
め

か
し
ゝ
す
ち
な
と
の
い
と
ゝ
を
と
ろ
か
さ
れ

て
も
の
あ
は
れ
な
る
に
を
か
し
と
み
る
事

も
め
や
す
し
と
き
く
あ
た
り
に
も
何
は
か
り

こ
ゝ
ろ
に
も
と
ま
ら
さ
り
け
り
十
月
に
な
り
て

五
六
日
程
に
う
ち
へ
ま
う
て
給
ふ
あ
し

ろ
を
こ
そ
こ
の
こ
ろ
は
御
ら
ん
せ
め
と
き

こ
ゆ
る
人
〳
〵
あ
れ
と
何
か
そ
の
ひ
を　
　

」
11
オ

�

（
一
五
三
四
頁
11
行
目
～
一
五
三
五
頁
2
行
目
）
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か
く
ふ
か
く
思
へ
る
を
を
ろ
か
な
ら
す
ゆ
か
し
う
を

ほ
す
事
か
き
り
な
く
な
り
給
ぬ
な
を
ま
た
〳
〵
よ
く

け
し
き
み
給
と
人
を
す
ゝ
め
給
て
か
き
り

あ
る
身
の
程
よ
た
け
さ
を
い
と
わ
し
き
ま
て

心
も
と
な
し
と
お
ほ
い
た
れ
は
〈
を
か
し
う
て
〉
い
て
や
う
な
き

て
そ
侍
し
は
し
世
中
に
と
ゝ
め
し
と
思
給

ふ
る
や
あ
る
身
に
て
な
を
さ
り
事
も
つ
ゝ
ま

し
き
な
り
も
し
こ
ゝ
ろ
な
か
ら
か
な
は

ぬ
こ
ゝ
ろ
つ
き
そ
め
な
は
お
ほ
き
に
た

か
ふ
へ
き
事
と
き
こ
ゑ
給
へ
は
い
て
あ
な　
　

」
11
ウ

�

（
一
五
三
四
頁
6
行
目
～
11
行
目
）

し
て
き
な
と
い
は
せ
給
ふ
う
ち
も
ま
と
ろ

ま
す
か
は
か
風
の
い
と
あ
ら
ま
し
き
に

木
葉
の
ち
り
か
ふ
を
と
み
つ
の
ひ
ゝ
き
な

と
あ
は
れ
も
す
き
て
も
の
を
そ
ろ
し
く

心
ほ
そ
き
所
の
さ
ま
な
り
あ
け
か
た
ち
か
く

な
り
ぬ
ら
ん
と
思
ほ
と
に
あ
り
し
ゝ
の
ゝ

め
思
い
て
ら
れ
て
き
ん
ね
の
あ
は
れ
な
る

事
の
つ
い
て
つ
く
り
い
て
ゝ
さ
き
の
た
ひ

き
り
に
ま
と
は
さ
れ
侍
し
あ
け
ほ
の
に
い

と
め
つ
ら
し
き
も
の
ゝ
ね
ひ
と
こ
ゑ
き
ゝ
給
し　
　

」
12
オ

�

（
一
五
三
五
頁
6
行
目
～
11
行
目
）

ん
し
に
あ
ら
そ
ふ
身
に
て
あ
し
ろ
に
も
よ
ら

む
と
そ
き
ゝ
す
て
た
ま
ふ
て
れ
い
の
し

の
ひ
や
か
に
て
い
て
た
ち
た
ま
か
ひ
て
か
ろ

ら
か
に
あ
し
ろ
く
る
ま
に
て
か
と
り
の
な
を

し
さ
し
ぬ
き
ぬ
は
せ
て
事
さ
ら
に
き
給

へ
り
宮
ま
ち
よ
ろ
こ
ひ
給
て
所
に
つ
け

た
る
お
ほ
ん
あ
る
し
な
と
を
か
し
う
し

な
し
給
に
く
れ
ぬ
れ
は
御
と
の
あ
ふ
ら
ち
か
く

て
さ
き
〳
〵
み
さ
し
給
つ
る
ふ
み
と
も
の

ふ
か
き
な
と
あ
さ
り
も
さ
う
し
を
ろ　
　

」
12
ウ

�

（
一
五
三
五
頁
2
行
目
～
6
行
目
）

給
へ
ら
れ
さ
れ
け
り
御
事
の
ひ
ゝ
き
か
ら

に
や
と
こ
そ
お
も
ひ
し
か
と
て
心
と
け

て
も
か
き
た
て
給
は
す
い
て
あ
な
さ
か
な
や

し
か
御
み
ゝ
と
ま
る
は
か
り
の
て
な
と
は

い
つ
く
よ
り
か
こ
ゝ
ま
て
は
つ
た
は
り
こ
ん
あ
る

ま
し
き
御
事
な
り
と
て
き
む
か
き
な

ら
し
給
へ
る
い
と
あ
は
れ
に
心
す
こ
し

か
た
え
は
み
ね
松
風
の
も
て
は
や
す
な

る
へ
し
い
と
た
と
〳
〵
し
け
に
お
ほ
め

き
給
て
こ
ゝ
ろ
は
へ
あ
ひ
て
人
は
か
り　
　

」
13
オ

�

（
一
五
三
六
頁
2
行
目
～
7
行
目
）



― 68 ―

﻿（飯田実花・川渕紗佳）

の
こ
り
な
ん
中
〳
〵
ゆ
か
し
く
あ
か
す
お
も
ふ

た
ま
へ
ら
る
ゝ
な
ん
と
申
給
ふ
い
ろ
を
も

か
を
も
お
も
ひ
す
て
ゝ
し
後
む
か
し
き
ゝ
し

事
も
み
な
わ
す
れ
て
な
と
の
た
ま
へ
と

人
め
し
て
き
ん
と
り
よ
せ
い
と
つ
き
な

く
な
り
た
り
や
し
る
へ
す
る
物
ゝ
ね
に

つ
け
て
な
ん
思
い
て
ら
る
へ
か
ん
め
り
け
り
と

て
ひ
わ
め
し
て
ま
ら
人
に
そ
ゝ
ろ
｛
の
｝
か
し

た
ま
ふ
と
り
て
し
ら
へ
給
ふ
さ
ら
に
ほ
の

か
に
き
ゝ
給
し
を
な
し
も
の
と
も
思　
　

」
13
ウ

�

（
一
五
三
五
頁
11
行
目
～
一
五
三
六
頁
2
行
目
）

た
ま
え
と
思
よ
ら
さ
り
し
は
人
こ
と
を
き

き
給
け
ん
た
に
あ
る
も
の
を
い
と
か

た
は
な
ら
む
ひ
き
い
り
つ
ゝ
み
な
き
い

給
は
す
た
ひ
〳
〵
そ
ゝ
の
か
し
き
こ
ゑ

た
ま
え
と
ゝ
か
く
き
こ
ゑ
す
さ
ひ
て

や
み
給
ぬ
れ
は
い
と
く
ち
を
し
う
お
ほ

ゆ
そ
の
つ
い
て
に
も
い
あ
や
し
う
よ
つ

か
ぬ
お
も
ひ
や
り
に
て
す
く
す
あ
り
さ
ま

と
も
に
お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
事
な
と
は
つ

か
し
う
お
ほ
い
た
り
ひ
と
に
た
に
い
か
て　
　

」
14
オ

�

（
一
五
三
六
頁
11
行
目
～
一
五
三
七
頁
2
行
目
）

に
て
や
め
た
ま
ひ
ぬ
こ
の
わ
た
り
に
を

ほ
え
な
く
て
を
り
〳
〵
ほ
の
め
く
さ
う
の

こ
と
こ
そ
こ
ゝ
ろ
え
た
る
に
や
と
き
く
を

り
は
ん
へ
ら
れ
と
み
ゝ
と
め
て
な
ん
と
も
あ

ら
て
ひ
さ
し
う
な
り
け
り
や
こ
ゝ
ろ
に
ま

か
せ
て
を
の
〳
〵
か
き
な
ら
す
へ
か
ん
め
る
を
か

は
な
み
は
か
り
や
う
ち
あ
は
す
ら
ん
ろ

な
う
も
の
ゝ
よ
ふ
に
す
は
か
り
の
ひ
や
う
し

な
と
も
と
ま
ら
し
と
な
ん
お
ほ
え
侍
と
て

か
き
な
ら
し
給
へ
と
あ
な
た
に
き
こ
ゑ　
　

」
14
ウ

�

（
一
五
三
六
頁
7
行
目
～
11
行
目
）

思
給
ふ
る
し
は
し
も
な
か
ら
へ
侍
ら
ん
い
の
ち

の
程
は
ひ
と
事
も
か
く
う
ち
い
て
き
こ
ゑ

さ
せ
て
ん
さ
ま
を
た
か
え
侍
ま
し

く
な
ん
な
む
と
申
給
へ
は
い
と
う
れ
し

き
事
と
お
ほ
し
の
た
ま
ふ
さ
て

あ
か
月
か
た
に
宮
の
御
を
こ
な
ひ
し
給

ほ
と
に
か
の
を
い
人
め
し
い
て
ゝ
あ
い
給
へ

り
ひ
め
君
の
御
う
し
ろ
み
に
て
さ
ふ
ら

は
せ
給
ふ
弁
の
君
と
そ
い
ひ
け
る
と
し
は

六
十
に
す
こ
し
た
ら
ぬ
ほ
と
な
れ
と
み
や　
　

」
15
オ

�

（
一
五
三
七
頁
6
行
目
～
10
行
目
）
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し
ら
れ
し
と
は
く
ゝ
み
す
く
せ
と
け
ふ
あ

す
と
も
し
ら
ぬ
身
の
の
こ
り
な
さ
に
さ

す
か
に
ゆ
く
す
へ
と
を
き
人
は
お
ち
あ
ふ

れ
て
さ
す
ら
へ
ん
事
こ
れ
の
み
こ
そ
け

に
よ
を
は
な
れ
ん
き
わ
の
ほ
た
し
な
り

け
れ
と
う
ち
か
た
ら
ひ
た
ま
え
は
心

く
る
し
う
み
た
て
ま
つ
り
給
わ
さ

と
の
給
う
し
ろ
み
た
ち
は
か
〳
〵
し

き
す
ち
に
は
侍
ら
す
と
も
う
と
〳
〵
し

か
ら
す
お
ほ
し
き
こ
ゑ
さ
せ
ん
と
な
ん　
　

」
15
ウ

�

（
一
五
三
七
頁
2
行
目
～
6
行
目
）

か
た
り
を
お
ほ
え
ぬ
つ
い
て
に
き
ゝ
つ
け

つ
ら
ん
と
お
ほ
す
に
な
み
た
と
ゝ
め
か
た
か
り

け
り
さ
て
か
く
そ
の
よ
の
心
し
り
た
る
人
も
の

こ
り
給
へ
り
け
る
を
め
つ
ら
か
に
も
は
つ
か
し

う
も
お
ほ
ゆ
る
事
の
す
ち
に
な
ん
か
く
つ

た
ふ
る
た
く
ひ
や
ま
た
も
あ
ら
ん
と
し

こ
ろ
か
け
て
も
き
ゝ
を
よ
は
す
な
ん
あ
り

け
る
と
の
給
へ
は
こ
侍
従
と
弁
と
を
は
な
れ
て

ま
た
し
る
人
侍
し
ひ
と
事
に
て
も
ま

た
事
人
に
う
ち
ま
ね
ひ
侍
ら
す
か
く　
　

」
16
オ

�

（
一
五
三
八
頁
1
行
目
～
6
行
目
）

ひ
か
に
ゆ
へ
あ
る
け
は
ひ
し
て
も
の
な
と

き
こ
ゆ
こ
権
大
納
言
君
よ
と
ゝ
と
も
に
も
の
ふ
思

つ
ゝ
や
ま
ひ
つ
き
は
か
な
く
な
り
給
に
し
あ
り
さ

ま
を
き
こ
ゑ
い
て
ゝ
な
く
事
か
き
り
な
し
け
に
よ

そ
の
ひ
と
の
う
へ
と
き
か
ん
た
に
も
あ
は
れ
な
る

へ
き
ふ
る
事
を
ま
し
て
と
し
こ
ろ
お
ほ
つ
か
な

く
ゆ
か
し
う
い
か
な
り
け
ん
事
の
は
し
め

に
か
と
仏
に
も
こ
の
事
を
さ
た
か
に
し
ら
せ
給

へ
と
ね
ん
し
つ
る
し
る
し
に
や
か
く

ゆ
め
の
や
う
に
あ
は
れ
な
る
む
か
し　
　

」
16
ウ

�

（
一
五
三
七
頁
10
行
目
～
一
五
三
八
頁
1
行
目
）

な
く
い
ふ
せ
く
思
給
へ
わ
た
り
い
か
に
し

て
か
は
き
こ
し
め
し
つ
た
ふ
へ
き
と

は
か
〳
〵
し
か
ら
ぬ
ね
ん
す
の
つ
い
て
に
も

お
も
ひ
た
へ
つ
る
を
仏
は
よ
に
を
は
し
け
り

と
な
ん
思
給
へ
し
り
ぬ
る
御
ら
む
せ

さ
す
へ
き
も
の
も
は
ん
へ
り
い
ま
は
な
に
か
は

や
き
も
す
て
侍
な
り
か
く
あ
さ
ゆ
ふ
の

き
え
を
し
ら
ぬ
身
の
う
ち
す
て
侍
な
は

を
ち
ゝ
る
や
う
も
こ
そ
と
い
と
う
し
ろ

め
た
な
く
思
給
ふ
れ
と
は
こ
の
宮
わ
た
り
に
も　
　

」
17
オ

�

（
一
五
三
八
頁
11
行
目
～
一
五
三
九
頁
2
行
目
）
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も
は
か
な
く
か
す
な
ら
ぬ
身
の
ほ
と
に
侍
と

夜
ひ
る
か
の
御
か
け
に
つ
き
て
侍
し
か
は

を
の
つ
か
ら
も
の
ゝ
け
し
き
を
み
た
て
ま

つ
り
そ
め
し
に
御
心
よ
り
あ
ま
り
て

お
ほ
し
け
る
と
き
〳
〵
た
ゝ
二
人
の
中
に

な
ん
た
ま
さ
か
に
御
せ
う
そ
こ
の
か
よ
ひ

も
侍
し
か
た
わ
ら
い
た
け
れ
は
く
は
し

う
き
こ
ゑ
さ
せ
す
い
ま
は
の
と
ち
め
に

な
り
給
て
い
さ
ゝ
か
の
た
ひ
を
く
事
の

侍
し
を
か
ゝ
る
身
の
を
き
と
こ
ろ　
　

」
17
ウ

�

（
一
五
三
八
頁
6
行
目
～
11
行
目
）

か
さ
ね
か
な
し
き
事
思
給
し
ほ
と
に

と
し
こ
ろ
よ
か
ら
ぬ
人
の
心
つ
け
た
り

け
る
か
人
と
く
は
か
り
こ
ち
て
に
し
の
う
み
の
は
て

ま
て
と
り
も
て
ま
か
り
に
し
か
は
そ
の
事
さ
へ

あ
と
た
え
て
そ
の
人
も
か
し
こ
に
て
う
せ

侍
に
し
の
ち
と
ゝ
せ
あ
ま
り
に
な
り
て
な
ん

あ
ら
ぬ
よ
の
こ
ゝ
ち
し
て
ま
か
り
の
ほ
り
た
り

し
を
こ
の
宮
は
ち
ゝ
か
た
に
つ
け
て
わ
ら

は
よ
り
ま
ひ
り
か
よ
ふ
ゆ
へ
侍
し
か
は
い
ま
は

か
う
い
と
よ
に
ま
し
ら
ふ
へ
き
さ
ま
に
も　
　

」
18
オ

�

（
一
五
三
九
頁
6
行
目
～
11
行
目
）

と
き
〳
〵
ほ
の
め
せ
給
ふ
を
ま
ち
い
て
給
し

た
て
ま
つ
り
し
か
は
す
こ
し
た
の
も
し
う

か
ゝ
る
を
り
も
や
と
ね
ん
し
は
り
つ
る
ち

か
ら
い
て
ま
う
て
き
て
な
ん
さ
ら
に
こ
れ
は

こ
の
よ
の
事
に
も
は
へ
ら
す
し
と
な
く
〳
〵

い
と
こ
ま
や
か
に
む
ま
れ
給
け
る
程
の

事
も
よ
く
お
ほ
え
つ
ゝ
き
こ
ゆ
む
な
し

う
な
り
給
し
さ
は
き
に
は
ゝ
に
侍
し
人
は

や
か
て
や
ま
ひ
つ
き
て
程
も
へ
す
か
く
れ
侍

に
し
か
は
い
と
思
給
へ
し
つ
み
ふ
ち
こ
ろ
も
た
ち　
　

」
18
ウ

�

（
一
五
三
九
頁
2
行
目
～
6
行
目
）

め
く
ら
ひ
侍
れ
な
と
き
こ
ゆ
る
程
に
れ

い
の
あ
け
は
て
ぬ
よ
し
さ
ら
は
こ
の
む
か

し
も
の
か
た
り
は
つ
き
す
へ
く
な
ん
あ
ら

ぬ
こ
ゝ
ち
し
け
る
を
ま
た
人
き
か
ぬ

こ
ゝ
ろ
や
す
き
所
に
て
き
こ
ゑ
侍
ら
す
と
そ

い
ひ
し
人
は
ほ
の
か
に
お
ほ
ゆ
る
を
い
つ
ゝ

む
つ
は
か
り
な
り
し
ほ
と
に
や
あ
り
け
ん

に
は
か
に
む
ね
や
み
て
う
せ
に
き
と
な
ん

か
ゝ
る
た
い
め
ん
な
く
は
つ
み
を
も
き
み
に
て

す
き
ぬ
へ
か
り
け
る
事
な
と
の
給
ふ　
　

」
19
オ

�

（
一
五
四
〇
頁
2
行
目
～
6
行
目
）



― 71 ―

﻿

侍
ら
ぬ
を
れ
ん
せ
い
院
の
女
御
の
御
方
な
と

こ
そ
は
む
か
し
き
ゝ
な
れ
た
て
ま
つ

り
し
あ
た
り
に
ま
い
り
よ
る
へ
く
侍
し

か
と
は
し
た
な
く
お
ほ
え
侍
て
え

さ
し
い
て
侍
ら
て
み
や
ま
か
く
れ
の
く
ち
き

と
な
り
て
侍
な
り
こ
侍
従
は
い
つ
か
う
せ

侍
に
け
ん
そ
の
か
み
わ
か
さ
か
り
と
み
侍
し

人
か
す
す
く
な
く
な
り
侍
に
け
る
す
ゑ

の
よ
に
お
ほ
く
の
人
に
を
く
る
ゝ
い
の
ち

を
か
な
し
く
思
給
へ
て
こ
そ
さ
す
か
に　
　

」
19
ウ

�

（
一
五
三
九
頁
11
行
目
～
一
五
四
〇
頁
2
行
目
）

思
た
ま
ふ
る
と
き
こ
ゆ
つ
れ
な
く
て
こ
れ
は

か
く
い
た
ま
ひ
つ
か
や
う
の
ふ
る
人
は
と
は
す
か
た

り
に
や
あ
や
し
き
事
の
た
め
し
に
い
ひ
い
つ

ら
ん
と
く
る
し
う
お
ほ
せ
と
か
へ
す
〳
〵
も
ゝ

ら
さ
ぬ
か
よ
し
を
ち
か
ひ
つ
る
さ
も
や
と
又

思
み
た
れ
給
に
御
か
ゆ
こ
は
い
ゝ
な
と
ま
い
り

給
ふ
昨
日
は
い
と
ま
ひ
な
り
し
を
け
ふ

う
ち
の
御
物
い
み
も
あ
き
ぬ
ら
ん
院
に
女
一

宮
な
や
み
た
ま
ふ
御
と
ふ
ら
ひ
に
か
な
ら
す
ま

い
る
へ
け
れ
は
か
た
〳
〵
い
と
ま
な
く
侍
を
ま
た
こ
の　
　

」
20
オ

�

（
一
五
四
〇
頁
11
行
目
～
一
五
四
一
頁
2
行
目
）

さ
ゝ
や
か
に
を
し
ま
き
あ
は
せ
た
る
ほ
ん

こ
と
も
の
か
ひ
く
さ
き
を
ふ
く
ろ
に
ぬ
い

い
れ
た
る
と
り
い
て
ゝ
た
て
ま
つ
る
御
ま
へ

に
て
う
し
な
は
せ
給
へ
我
な
を
い
く

へ
く
も
な
り
に
た
り
と
の
た
ま
ひ
は
せ
て

こ
の
御
文
を
と
り
あ
つ
め
た
ま
は
せ
給

た
り
し
か
は
こ
侍
従
に
又
あ
ひ
み
侍
ら

む
つ
い
て
に
も
た
か
に
つ
た
へ
ま
ひ
ら
せ

ん
と
思
給
へ
し
を
や
か
て
わ
か
れ
侍
に
し

も
わ
た
く
し
事
に
は
あ
か
す
か
な
し
う　
　

」
20
ウ

�

（
一
五
四
〇
頁
6
行
目
～
11
行
目
）

宿
木

　
　

お
も
ひ
を
き
け
る
ほ
と
の
か
な
し
さ

あ
く
ま
て
ふ
る
め
き
た
れ
と
ゆ
へ
な
く

は
あ
ら
ぬ
を
そ
い
さ
ゝ
か
な
く
さ
め
に
は
お
ほ
し

け
る
宮
に
も
み
ち
た
て
ま
つ
れ
は
お
と
こ

み
や
お
は
し
ま
し
け
る
ほ
と
な
り
け
り
み
な
み

の
宮
よ
り
と
て
な
に
心
も
な
く
も
て
ま
い

り
た
る
を
女
君
れ
い
の
む
つ
か
し
き
事

も
そ
と
く
る
し
う
お
ほ
せ
と
と
り
か
く

す
へ
き
こ
と
か
は
宮
を
か
し
き
つ
た
か
な
と

た
ゝ
な
ら
す
の
給
て
め
し
よ
せ
て
〈
み
〉
給
御　
　

」
1
オ

�

（
一
七
六
四
頁
9
行
目
～
14
行
目
）
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み
ち
を
ふ
み
わ
け
け
る
あ
と
も
み
え
ぬ
を
み

い
た
し
て
と
み
に
も
え
い
て
給
は
す
い
と
け
し

き
あ
る
み
山
木
に
や
と
り
た
る
つ
た
の

い
ろ
そ
ま
た
の
こ
り
た
る
こ
た
に
な
と
ひ

き
と
ら
せ
給
て
宮
へ
と
お
ほ
し
て
も
た
せ

給
　
　

や
と
り
き
と
お
も
ひ
い
て
す
は
木
の
も
と
の

　
　

た
ひ
ね
も
い
か
に
さ
ひ
し
か
ら
ま
し

と
ひ
と
り
給
を
き
ゝ
て
あ
ま
き
み

　
　

あ
れ
は
つ
る
く
ち
き
の
も
と
を
や
と
り
き
と　
　

」
1
ウ

�

（
一
七
六
四
頁
三
行
目
～
九
行
目
）

さ
も
や
あ
り
つ
ら
ん
女
君
は
こ
と
な
き
を

う
れ
し
と
思
給
に
あ
な
か
｛
ち
｝
に
か
く
の
給

を
わ
り
な
し
と
お
ほ
し
て
う
ち
え
ん
し
て

ゐ
給
へ
る
御
さ
ま
よ
ろ
つ
の
つ
み
ゆ
る
し
つ

へ
く
を
か
し
返
事
書
給
へ
み
し
や
と
て

ほ
か
さ
ま
へ
み
む
き
給
へ
り
あ
ま
え
て
か
ゝ
さ
ら

む
も
あ
や
し
け
れ
は
山
里
の
御
あ
り
き

の
う
ら
や
ま
し
く
も
侍
か
な
か
し
こ
は

け
に
さ
や
う
に
て
こ
そ
よ
く
と
思
給
し
を

こ
と
さ
ら
に
又
い
は
ほ
の
中
も
と
め
ん　
　

」
2
オ

�

（
一
七
六
五
頁
5
行
目
～
9
行
目
）

文
に
は
日
こ
ろ
な
に
事
か
お
は
し
ま
す
ら
ん

山
さ
と
に
も
の
し
侍
て
い
と
ゝ
み
ね
の
あ
さ
き

り
に
ま
と
ひ
侍
つ
る
ほ
と
の
御
物
か
た
り
と
も

み
つ
か
ら
な
ん
か
し
こ
の
し
む
て
ん
た
う

に
な
す
へ
き
こ
と
あ
さ
り
に
い
ひ
つ
け
侍
に
き

御
ゆ
る
し
侍
て
こ
そ
は
ほ
か
に
う
つ
す
こ
と
も

も
の
し
給
侍
ら
め
弁
の
あ
ま
に
さ
る
へ
き

お
ほ
せ
事
は
つ
か
は
せ
な
ん
と
そ
あ
る
よ
く
も

つ
れ
な
く
書
給
へ
る
ふ
み
か
な
ま
ろ
あ
り

と
そ
き
ゝ
つ
覧
と
の
給
も
す
こ
し
は
け
に　
　

」
2
ウ

�

（
一
七
六
四
頁
14
行
目
～
一
七
六
五
頁
5
行
目
）

か
な
け
に
う
ち
な
ひ
き
た
る
な
と
れ

い
の
事
な
れ
と
夕
風
な
を
あ
は
れ
な
り

か
し

　
　

ほ
に
い
て
ぬ
物
を
お
も
ふ
と
し
の
す
ゝ
き

　
　

ま
ね
く
た
も
と
の
つ
ゆ
し
け
く
し
て

な
つ
か
し
き
ほ
と
の
御
そ
と
も
な
を
し

は
か
り
き
給
て
ひ
わ
ひ
き
給
へ
り
わ
う
し

き
て
う
の
か
き
あ
は
せ
を
い
と
あ
は
れ
に

ひ
き
な
し
給
へ
は
女
君
も
心
に
い
り
給
へ
る

事
に
て
物
え
ん
し
も
え
し
｛
は
て
｝
給
は
す
ち
ゐ　
　

」
3
オ

�

（
一
七
六
五
頁
14
行
目
～
一
七
六
六
頁
5
行
目
）
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よ
り
は
あ
ら
し
は
つ
ま
し
く
思
侍
し
を
い

か
に
も
さ
る
へ
き
さ
ま
に
な
さ
せ
給
は
ゝ

お
ろ
か
な
ら
す
な
と
き
こ
え
給
か
く
に

く
き
け
し
き
も
な
き
御
む
つ
ひ
な
め

り
と
み
給
な
か
ら
我
か
御
心
な
ら
ひ
に
た
ゝ

な
ら
し
と
お
ほ
す
か
や
す
か
ら
ぬ
な
る
へ
し

か
れ
〳
〵
な
る
せ
ん
さ
い
の
中
に
お
は
な
の

物
よ
り
う
｛
こ
｝
と
き
｛
に
｝
さ
し
い
て
ゝ
ま
ね
く
お
か
し
く

み
ゆ
る
に
ま
た
ほ
に
い
て
さ
し
た
る

も
つ
ゆ
を
つ
ら
ぬ
き
と
む
る
た
ま
を
は　
　

」
3
ウ

�

（
一
七
六
五
頁
9
行
目
～
14
行
目
）

た
ゝ
な
ら
て
う
ら
め
し
き
な
め
り

き
く
の
ま
た
よ
く
も
う
つ
ろ
ひ
は
て
ゝ

わ
さ
と
つ
く
ろ
ひ
た
て
さ
せ
給
へ
る
は

ま
た
い
と
を
そ
き
に
如
何
な
る
ひ
と
も

と
に
か
あ
ら
ん
い
と
み
と
こ
ろ
あ
り
て
う
つ
ろ

ひ
た
る
を
と
り
わ
き
を
ら
せ
給
て
花
の

中
に
ひ
と
へ
に
と
す
ん
し
給
て
な
に
か

し
の
御
子
の
こ
の
は
な
め
て
た
る

ゆ
ふ
へ
そ
か
し
い
に
し
へ
天
人
の
か
け

り
て
ひ
わ
の
て
を
し
へ
た
る
は
な
に　
　

」
4
オ

�

（
一
七
六
六
頁
10
行
目
～
14
行
目
）

さ
き
御
几
帳
の
つ
ま
よ
り
け
う
そ
く
に

よ
り
か
ゝ
り
て
ほ
の
か
に
さ
し
い
て
給
へ
る

い
と
み
ま
ほ
し
く
ら
う
た
け
な
り

　
　

あ
き
は
つ
る
野
辺
の
け
し
き
も
し
の
す
ゝ
き

　
　

ほ
の
め
く
風
に
つ
け
て
こ
そ
し
れ

我
身
ひ
と
つ
の
と
て
な
み
た
く
ま
る
ゝ

か
さ
す
か
に
は
つ
か
し
き
｛
け
｝
れ
は
あ
ふ
き
を
ま

き
ら
は
し
て
お
は
す
る
心
の
う
ち
も
ら
う
た
く

を
し
は
か
ら
る
か
ゝ
る
そ
は
人
も
え
思

は
な
た
さ
ら
め
と
う
た
か
は
し
き
か
た　
　

」
4
ウ

�

（
一
七
六
六
頁
5
行
目
～
10
行
目
）

し
給
し
か
と
は
か
〳
〵
し
く
ひ
き
も
と
め

す
な
り
に
し
物
を
と
て
ゝ
も
ふ
れ
給

は
ね
は
か
く
は
か
り
の
事
も
へ
た
て
給

つ
る
こ
そ
心
う
け
れ
こ
の
こ
ろ
み
る
わ
た
り

は
ま
た
い
と
心
と
く
へ
き
ほ
と
に
も
あ
ら
ね

と
か
た
な
り
な
る
こ
と
を
も
か
く
さ
す

こ
そ
あ
れ
す
へ
て
女
は
や
は
ら
か
に
心
う
つ

く
し
き
か
よ
き
事
と
こ
そ
こ
の
中
納
言

も
さ
た
む
め
れ
か
の
君
に
は
た
つ
ゝ
み

給
て
こ
よ
な
き
中
な
め
れ
は
な
と
ま
め　
　

」
5
オ

�

（
一
七
六
七
頁
4
行
目
～
9
行
目
）
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事
も
あ
さ
く
な
り
に
た
る
よ
は
物
う

し
や
と
て
御
こ
と
を
し
や
り
給
を
く
ち

お
し
と
お
ほ
し
て
心
こ
そ
あ
さ
く
も
あ
ら
め

む
か
し
を
つ
た
へ
か
た
ん
こ
と
さ
へ
は
な
と
て

か
さ
し
も
と
て
お
ほ
つ
｛
か
｝
な
き
て
な
と

を
ゆ
か
し
け
に
お
ほ
し
た
れ
は
さ
ら
は

ひ
と
り
こ
と
は
さ
う
〳
〵
し
き
に
さ
し

ら
へ
し
給
へ
か
し
と
て
人
め
し
て
さ

う
の
こ
と
ゝ
り
よ
せ
て
ひ
か
せ
た
て
ま
つ
り

給
へ
と
む
か
し
こ
そ
ま
ね
ふ
人
も
ゝ
の　
　

」
5
ウ

�

（
一
七
六
六
頁
14
行
目
～
4
行
目
）

ら
ひ
給
へ
く
も
あ
ら
さ
り
し
年
こ
ろ
の

御
す
ま
ゐ
を
又
か
へ
り
な
ま
ほ
し
け
に

お
ほ
し
の
給
は
す
る
こ
そ
い
と
心
う
け
れ

な
と
た
ゝ
い
ひ
に
い
へ
は
わ
か
き
人
〳
〵
は

あ
な
か
ま
や
な
と
せ
い
す
御
事
と
も
を

し
へ
た
て
ま
つ
り
な
と
し
て
二
三
日
こ
も
り

お
は
し
て
御
物
い
み
な
と
事
つ
け
給
を

か
の
殿
に
は
う
ら
め
し
く
お
ほ
し
て

お
と
ゝ
う
ち
よ
り
い
て
給
け
る
ま
ゝ
に

こ
ゝ
に
ま
い
り
給
へ
れ
は
宮
こ
と
〳
〵
し
け　
　

」
6
オ

�

（
一
七
六
七
頁
14
行
目
～
一
七
六
八
頁
5
行
目
）

や
か
に
う
ら
み
ら
れ
て
そ
う
ち
な
け
き
て

す
こ
し
し
ら
せ
給
ゆ
る
ひ
た
り
け
れ
は

は
ん
し
き
て
う
に
て
か
き
あ
は
せ
つ
ま

お
と
を
か
し
く
き
こ
ゆ
伊
勢
の
｛
海
｝
う
た
ひ

給
御
こ
ゑ
の
あ
て
に
を
か
し
き
を
女

は
ら
物
ゝ
う
し
ろ
に
ち
か
つ
き
ま
い
り
て
ゑ

み
ひ
ろ
け
て
ゐ
た
り
ふ
た
所
を
は
し

ま
す
は
つ
ら
け
れ
と
そ
れ
も
こ
と
は
り
な

れ
は
我
御
ま
へ
を
は
さ
い
は
ゐ
人
と
こ
そ

は
申
さ
め
か
ゝ
る
御
あ
た
り
に
ま
し　
　

」
6
ウ

�

（
一
七
六
七
頁
9
行
目
～
14
行
目
）

な
ら
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
そ
く
し
い
た
か
り

け
る
人
〳
〵
の
そ
き
て
み
た
て
ま
つ
り
て

さ
も
き
よ
ら
に
を
は
し
け
る
を
と
ゝ
か
な

さ
は
か
り
い
つ
れ
と
も
な
く
わ
か
く
さ
か
り
に
て

き
よ
け
に
を
は
さ
う
す
る
御
こ
と
も
の

に
給
へ
き
も
な
か
り
け
る
あ
な
め
て
た
や
と

い
ふ
も
あ
り
又
さ
は
か
り
や
む
こ
と
な
き
｛
け
｝
な
る

御
さ
ま
に
て
わ
さ
と
御
む
か
へ
に
ま
い
り
給

へ
る
こ
そ
｛
に
｝
く
け
れ
や
す
け
な
の
世
中
や
と

う
ち
な
け
く
も
あ
る
へ
し
御
み
つ
か
ら
も　
　

」
7
オ

�

（
一
七
六
八
頁
9
行
目
～
14
行
目
）
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な
る
さ
ま
し
て
な
に
し
に
い
ま
し
つ

る
そ
と
む
つ
か
り
給
へ
と
あ
な
た
に
わ
た

り
て
た
い
め
ん
し
給
こ
と
な
る
事
な
き

ほ
と
は
こ
の
院
を
み
て
ひ
さ
し
く
な
り

は
へ
る
も
あ
は
れ
に
こ
そ
な
と
む
か
し
の
御

物
か
た
り
す
こ
し
き
こ
え
給
て
や
か
て
ひ

き
つ
れ
き
こ
え
給
て
い
て
給
ぬ
御
こ
と
も

の
と
の
は
ら
さ
ら
ぬ
か
む
た
ち
め
殿

上
人
な
と
も
い
と
お
ほ
く
ひ
き
つ
ゝ
き

給
へ
り
い
き
を
ひ
こ
ち
た
き
を
み
る
に　
　

」
7
ウ

�

（
一
七
六
八
頁
5
行
目
～
9
行
目
）

さ
せ
給
い
と
い
た
う
わ
つ
ら
ひ
給
へ
は
き
さ
き

の
宮
よ
り
も
御
と
ふ
ら
ひ
あ
り
か
く
て
み
と

せ
に
な
り
ぬ
れ
と
ひ
と
ゝ
こ
ろ
の
御
心
さ
し

こ
そ
を
ろ
か
な
ら
ね
お
ほ
か
た
の
世
に
は
物
〳
〵

し
く
て
も
ゝ
て
な
し
き
こ
え
さ
り
つ
る

を
こ
の
を
り
そ
い
つ
く
に
も
〳
〵
き
こ
し
め
し

お
と
ろ
き
て
御
と
ふ
ら
ひ
と
も
人
も
き
こ
え

け
る
中
納
言
の
君
は
宮
の
お
ほ
し
さ
は
く

に
も
お
と
ら
す
い
か
に
せ
ん
と
な
け
き
て
心

く
る
し
う
う
し
ろ
め
た
く
お
ほ
さ
る　
　

」
8
オ

�

（
一
七
六
九
頁
5
行
目
～
10
行
目
）

き
し
か
た
を
思
い
つ
る
よ
り
は
し
め
か
の

は
な
や
か
な
る
御
な
か
ら
ひ
に
〈
た
ち
〉
ま
し
る
へ
く

も
あ
ら
す
か
す
｛
か
｝
な
る
物
を
と
い
よ
〳
〵
心
ほ
そ

け
れ
は
猶
心
や
す
く
こ
も
り
な
ん
の
み
こ
そ
め
や

す
か
ら
め
な
と
い
と
お
も
ふ
｛
ほ
え
｝
給
は
か
な
く
て
年

も
く
れ
ぬ
正
月
つ
こ
も
り
か
た
よ
り
れ
い
な

ら
ぬ
さ
ま
に
な
や
み
給
を
宮
又
｛
ま
た
｝
御
ら
ん
し

し
ら
ぬ
事
に
て
い
か
な
ら
ん
と
お
ほ
し
な
け
き

て
み
す
ほ
う
な
と
所
〳
〵
に
て
も
こ
ゝ
に
て
も

あ
ま
た
せ
さ
せ
給
に
又
は
し
め
そ
へ　
　

」
8
ウ

�

（
一
七
六
八
頁
14
行
目
～
一
七
六
九
頁
5
行
目
）

こ
と
ゝ
も
い
と
か
き
り
な
し
や
か
て
そ
の
ほ
と
に

ま
い
り
給
へ
き
や
う
に
あ
り
け
れ
は
お
と
｛
こ
｝
か
た
に
も

心
つ
か
ひ
し
給
こ
ろ
な
れ
と
れ
い
の
事
な

れ
は
そ
な
た
さ
ま
に
は
心
も
い
ら
て
こ
の
御
事

の
み
い
と
を
し
く
な
け
か
る
へ
き
さ
ら
き
の

つ
い
た
ち
こ
ろ
に
な
を
し
物
と
か
い
ふ
こ
と
に

権
大
納
言
に
な
り
給
て
左
大
将
か
け
給
つ
右

大
殿
ゝ
ひ
た
り
に
な
り
給
て
か
へ
給
へ
る
所
也

け
り
よ
ろ
こ
ひ
に
所
々
あ
り
｛
き
｝
給
て
こ
の

宮
に
も
ま
い
り
給
へ
り
い
と
く
る
し
う　
　

」
9
オ

�

（
一
七
七
〇
頁
1
行
目
～
6
行
目
）



― 76 ―

﻿（飯田実花・川渕紗佳）

れ
と
か
き
り
あ
る
御
と
ふ
ら
ひ
は
か
り
こ
そ

あ
れ
あ
ま
り
も
え
ま
う
て
た
ま
は
て
し
の
ひ
て

御
い
の
り
と
も
せ
さ
せ
給
け
る
女
宮
の
御

も
き
た
ゝ
こ
の
こ
ろ
に
な
り
て
世
中
ひ
ゝ

き
の
ゝ
し
る
よ
ろ
つ
の
こ
と
た
ゝ
み
か
と
の

御
心
ひ
と
つ
な
る
や
う
に
お
ほ
し
い
そ
き
て

御
う
し
ろ
み
な
き
し
も
こ
そ
中
〳
〵
め
て

た
け
に
み
え
け
る
女
御
の
し
を
き
給
へ
る
こ
と

を
は
さ
る
物
に
て
つ
く
も
と
こ
ろ
さ
え
所
さ

る
へ
き
す
両
と
も
な
と
ゝ
り
〳
〵
に
つ
か
ま
つ
る　
　

」
9
ウ

�

（
一
七
六
九
頁
10
行
目
～
一
七
七
〇
頁
1
行
目
）

ま
ゝ
に
て
六
条
院
に
て
な
ん
あ
り
け
る

ゑ
か
の
み
こ
た
ち
か
む
た
ち
め
た
い
き

や
う
に
お
と
ら
す
あ
ま
り
も
と
か
し
き
ま

て
な
ん
つ
と
ひ
給
け
る
こ
の
み
や
も
わ
た

り
給
て
し
つ
心
な
け
れ
は
い
そ
き
か
へ
り
給

ぬ
る
を
大
殿
ゝ
御
か
た
に
は
い
と
あ
か
す

め
さ
ま
し
と
〈
の
〉
給
お
と
る
へ
う
あ
ら
ぬ
御
程

な
る
を
た
ゝ
い
ま
お
ほ
え
の
は
な
や
か
さ
に

お
ほ
し
を
こ
り
て
を
し
た
ち
｛
も
｝
て
な
し

給
へ
る
な
め
り
か
し
か
ら
う
し
て
そ
の
あ　
　

」
10
オ

�

（
一
七
七
〇
頁
11
行
目
～
一
七
七
一
頁
2
行
目
）

し
給
へ
は
こ
な
た
に
お
は
し
ま
す
ほ
と
に
成

け
り
や
か
て
ま
い
り
給
へ
り
僧
な
と
さ
ふ
ら
ひ
て

ひ
ん
な
き
か
た
に
と
を
と
ろ
き
給
て

あ
さ
や
か
な
る
御
な
を
し
な
と
た
て
ま
つ

り
か
く
て
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
お
も
て
た

ふ
の
は
い
し
給
へ
る
御
さ
ま
と
も
と
り
〳
〵
に

い
と
め
て
た
し
や
か
て
こ
よ
ひ
官
の
人
に

ろ
く
給
あ
る
と
こ
ろ
に
さ
う
し
た
て
ま
つ

り
給
を
な
や
み
給
人
に
よ
り
て
そ
お
ほ
し

た
ゆ
た
ふ
め
る
左
大
臣
殿
ゝ
し
給
け
る　
　

」
10
ウ

�

（
一
七
七
〇
頁
6
行
目
～
11
行
目
）

の
御
ま
へ
の
つ
い
か
さ
ね
廿
ち
こ
の
御
そ

い
つ
へ
か
さ
ね
て
御
む
つ
き
な
と
こ
そ
こ

と
〳
〵
し
か
ら
す
し
な
し
給
へ
れ
と
こ
ま
か
に

み
れ
は
わ
さ
と
め
な
れ
ぬ
心
は
へ
な
と
み

え
け
る
宮
の
御
前
に
も
せ
か
う
の
を
し
き

た
か
つ
き
と
も
に
て
ふ
す
く
ま
い
ら
せ
給
へ

り
女
か
た
の
中
に
は
つ
い
か
さ
ね
は
さ
る

も
の
に
て
ひ
わ
り
こ
卅
さ
ま
〳
〵
し
つ
く

し
た
る
こ
と
ゝ
も
お
ほ
か
り
ひ
と
め
こ
と

そ
こ
と
し
く
は
と
こ
と
さ
ら
に
し
な
し　
　

」
11
オ

�

（
一
七
七
一
頁
7
行
目
～
12
行
目
）
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か
つ
き
お
と
こ
に
て
む
ま
れ
給
へ
り
け
る

を
宮
も
か
ひ
あ
り
て
お
ほ
し
た
り
大
将
殿

も
よ
へ
お
は
し
ま
し
た
り
し
か
し
こ
ま

り
に
や
か
て
こ
の
御
よ
ろ
こ
ひ
も
う
ち
そ
へ
て

た
ち
な
か
ら
ま
い
り
給
へ
り
か
く
こ
も
り
を

は
し
ま
せ
は
ま
い
り
給
は
ぬ
人
な
し
御
う
ふ

や
し
な
ゐ
三
日
は
れ
い
の
た
ゝ
宮
の

御
わ
た
く
し
こ
と
に
て
五
日
の
よ
は
大
将
殿

よ
り
と
き
五
十
く
か
ゆ
ら
て
の
こ
と
に
わ
う

は
ん
な
と
は
よ
の
つ
ね
の
や
う
に
て
こ
も
ち　
　

」
11
ウ

�

（
一
七
七
一
頁
2
行
目
～
7
行
目
）

と
こ
ろ
あ
れ
は
御
こ
の
き
む
た
ち
な
と

ま
い
り
給
て
す
へ
て
い
と
思
事
な
け
に
め

て
た
け
れ
は
御
み
つ
か
ら
も
月
こ
ろ
も
の
を

も
は
し
く
心
地
の
な
や
ま
し
き
に
つ
け

て
も
心
ほ
そ
く
お
ほ
し
わ
た
り
つ
る
に

か
く
お
も
た
ゝ
し
く
い
か
め
し
き
こ
と
ゝ

も
の
お
ほ
か
れ
は
す
こ
し
な
く
さ
め

も
や
し
給
ら
ん
大
将
殿
は
か
く
さ
へ
を
と

な
ひ
は
て
給
め
れ
は
い
と
ゝ
我
か
た
さ
ま
は

け
と
を
く
や
な
ら
ん
ま
た
宮
の
御
心　
　

」
12
オ

�

（
一
七
七
二
頁
2
行
目
～
7
行
目
）

給
は
ぬ
な
り
け
り
七
日
の
夜
は
き
さ
い
の

宮
の
御
う
ふ
や
し
な
ゐ
な
れ
は
ま
い
り

給
人
〳
〵
い
と
を
ほ
か
り
宮
の
大
夫
を
は
し

め
て
か
む
た
ち
め
殿
上
人
か
す
し
ら

す
た
う
ち
あ
そ
ひ
の
ゝ
し
る
う
ち
に
も

き
こ
し
め
し
て
宮
の
は
し
め
て
お
と

な
ひ
給
な
る
に
は
い
か
て
か
は
と
の
給
は
せ
て

御
は
か
し
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
九
日
も
大

殿
よ
り
つ
か
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
よ
ろ
し
か
ら
す

お
ほ
す
あ
た
り
な
れ
と
宮
の
お
ほ
さ
ん　
　

」
12
ウ

�

（
一
七
七
一
頁
12
行
目
～
一
七
七
二
頁
2
行
目
）

手
習

そ
ひ
ゐ
て
あ
つ
か
ひ
き
こ
え
給
あ
る
人
〳
〵
も

あ
た
ら
し
き
さ
ま
か
た
ち
を
み
れ
は
心
を
つ
く

し
て
そ
を
し
み
ま
も
り
け
る
心
に
は
な
を

い
か
て
し
な
む
と
の
み
そ
思
わ
た
り
給
へ
と
さ
は
か

り
に
て
い
き
と
ま
り
た
る
人
の
い
の
ち
な
れ
は

い
と
し
う
ね
く
て
や
う
〳
〵
か
し
ら
も
た
け

た
ま
へ
は
物
ま
い
り
な
と
し
給
に
そ
中
〳
〵
お
も

や
せ
も
て
ゆ
く
い
つ
し
か
と
う
れ
し
く
思
き

こ
ゆ
る
に
あ
ま
に
な
し
給
て
よ
さ
て
の
み

な
ん
い
く
や
う
も
あ
る
へ
き
と
の
給
へ
は
い
と
を
し　
　

」
1
オ

�

（
二
〇
〇
二
頁
3
行
目
～
8
行
目
）
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み
え
つ
ら
む
と
は
つ
か
し
く
つ
い
に
か
く
い
き

か
へ
り
に
け
る
か
と
思
も
い
み
し
く
ゝ
ち
を
し

け
れ
は
い
み
し
う
お
ほ
え
て
中
〳
〵
し
つ
み
給
へ

り
つ
る
ひ
こ
ろ
は
う
つ
く
し
心
も
な
き
さ
ま
に

て
物
い
さ
ゝ
か
ま
い
る
を
り
も
あ
り
つ
る
を

露
は
か
り
の
ゆ
を
た
に
ま
い
ら
す
い
か
な
れ
は

か
く
た
の
も
し
け
な
く
の
み
お
は
す
る
そ
う
ち

は
へ
ぬ
る
み
な
と
し
給
へ
り
つ
る
事
は
さ
め

給
て
さ
は
や
か
に
み
え
給
へ
れ
は
う
れ
し
と

お
も
ひ
き
こ
ゆ
る
を
と
な
く
〳
〵
た
ゆ
む
折
な
く　
　

」
1
ウ

�

（
二
〇
〇
一
頁
12
行
目
～
二
〇
〇
二
頁
3
行
目
）

い
た
く
も
み
た
れ
す
と
き
は
て
た
れ
は
つ
や
〳
〵
と

け
う
ら
也
一
と
せ
た
ら
ぬ
つ
く
も
か
み
お
ほ
か
る

所
に
て
め
も
あ
や
に
い
み
し
き
天
人
の
あ
ま

く
た
る
を
み
た
ら
む
や
う
に
思
あ
や
う
き
心
地

す
れ
と
な
と
か
い
と
心
う
く
か
は
か
り
い
み
し
く

思
き
こ
ゆ
る
に
御
こ
ゝ
ろ
を
ゝ
き
て
は
み
え
給
い
つ

こ
に
た
れ
と
き
こ
え
し
人
の
さ
る
所
に
は
い
か
て

お
ら
せ
し
そ
と
せ
め
て
と
ふ
を
い
と
は
つ
か
し
と

思
て
あ
や
し
か
り
し
程
に
み
な
わ
す
れ
た
る
に
や

あ
ら
む
あ
り
け
ん
さ
ま
も
さ
ら
に
お
ほ
え
侍
ら
す　
　

」
2
オ

�

（
二
〇
〇
二
頁
13
行
目
～
二
〇
〇
三
頁
5
行
目
）

け
な
る
御
さ
ま
を
い
か
て
か
さ
は
な
し
た
て

ま
つ
ら
む
と
て
た
ゝ
い
た
ゝ
き
斗
を
そ
き
て

五
か
い
を
う
け
さ
せ
た
て
ま
つ
る
心
も
と
な
け
れ
と

も
と
よ
り
を
れ
〳
〵
し
き
人
の
こ
ゝ
ろ
に
て
え
さ
か
し
う

し
ゐ
て
も
の
給
は
す
そ
う
つ
は
い
ま
は
か
は
か
り

い
た
は
り
や
す
め
た
て
ま
つ
り
給
へ
と
い
ひ
を
き

て
の
ほ
り
給
ぬ
ゆ
め
の
や
う
な
る
人
を
み
た
て

ま
つ
る
か
な
と
あ
ま
君
は
よ
ろ
こ
ひ
て
せ
め
て

お
こ
し
す
ゑ
御
く
し
て
つ
か
ら
け
つ
り
給
さ
は
か

り
あ
さ
ま
し
く
ひ
き
ゆ
い
て
う
ち
や
り
た
り
つ
れ
と　
　

」
2
ウ

�

（
二
〇
〇
二
頁
8
行
目
～
13
行
目
）

ひ
め
を
み
つ
け
た
り
け
ん
た
け
と
り
の
を
き
な

よ
り
も
め
つ
ら
し
き
心
地
す
る
に
い
か
な
る
物
ゝ

ひ
ま
に
き
え
う
せ
ん
と
す
ら
ん
と
し
つ
心
な
く
そ

お
ほ
し
け
る
こ
の
あ
る
し
も
あ
て
な
る
人
な
り

け
り
む
す
め
の
あ
ま
き
み
は
か
ん
た
ち
め
の

き
た
の
か
た
に
て
あ
り
け
る
か
そ
の
人
な
く

な
り
給
て
の
ち
む
す
め
た
ゝ
ひ
と
り
を
い
み
し

う
か
し
つ
き
て
よ
き
ゝ
む
た
ち
を
こ
に
し
て

い
み
し
う
か
し
つ
き
思
あ
つ
か
ひ
け
る
を
そ
の
む

す
め
の
君
な
く
な
り
に
け
れ
は
心
う
し
い
み
し
と　
　

」
3
オ

�

（
二
〇
〇
三
頁
10
行
目
～
二
〇
〇
四
頁
1
行
目
）
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た
ゝ
ほ
の
か
に
思
い
つ
る
事
こ
そ
は
た
ゝ
い
か
て
か
こ

の
よ
に
あ
ら
し
と
思
て
ゆ
ふ
く
れ
こ
と
に
は
し

ち
か
く
て
な
か
め
し
程
に
ま
へ
ち
か
く
お
ほ
き
な
る

木
の
も
と
よ
り
人
の
い
て
き
て
ゐ
て
し
行
心

地
な
ん
せ
し
そ
れ
よ
り
ほ
か
の
事
は
我
な
か
ら

た
れ
と
も
え
思
い
て
ら
れ
侍
ら
す
と
い
と
ら
う
た

け
に
い
ひ
な
し
て
世
中
に
あ
り
け
り
と
は
い
か
て

人
に
し
ら
れ
し
き
ゝ
つ
く
る
人
も
あ
ら
は

い
と
い
み
し
く
こ
そ
と
て
な
き
給
あ
ま
り
と
ふ

を
は
く
る
し
と
お
ほ
し
た
れ
は
え
と
は
す
か
く
や　
　

」
3
ウ

�

（
二
〇
〇
三
頁
5
行
目
～
10
行
目
）

山
さ
と
よ
り
は
み
つ
の
お
と
も
な
こ
や
か
也
つ

く
り
さ
ま
ゆ
へ
あ
る
所
の
こ
た
ち
お
も
し

ろ
く
せ
ん
さ
い
な
と
も
を
か
し
う
ゆ
へ
を

つ
く
し
た
り
あ
き
に
な
り
ゆ
け
は
そ
ら

の
け
は
ひ
あ
は
れ
な
る
に
と
た
の
い
ね

か
る
と
て
所
に
つ
け
た
る
も
の
ま
ね
ひ
し

つ
ゝ
わ
か
き
女
と
も
は
う
た
う
た
ひ
け
う

し
あ
へ
り
ひ
た
い
き
な
ら
す
を
と
な
と
も

を
か
し
み
し
あ
つ
ま
ち
の
事
な
ん
と
も
思

い
て
ら
れ
て
か
の
ゆ
ふ
き
り
の
宮
す
所
の　
　

」
4
オ

�

（
二
〇
〇
四
頁
6
行
目
～
10
行
目
）

思
い
り
て
か
た
ち
を
も
か
へ
か
ゝ
る
山
さ
と
に
は

す
み
は
し
め
た
る
な
り
け
り
よ
と
ゝ
も
に
こ
ひ

わ
た
る
人
の
か
た
み
に
も
お
も
ひ
よ
そ
へ
つ
へ

か
ら
む
ひ
と
を
た
に
み
い
て
ゝ
し
か
な
と
つ

れ
〳
〵
と
心
ほ
そ
き
ま
ゝ
に
思
な
け
き
け
る
を

か
く
お
ほ
え
ぬ
人
の
か
た
ち
け
は
ひ
も
ま
さ

り
さ
ま
な
る
を
え
た
れ
は
う
つ
ゝ
の
事
と

も
お
ほ
え
す
あ
や
し
な
か
ら
う
れ
し
と
思
ね

ひ
に
た
れ
と
い
と
き
よ
け
に
よ
し
あ
り
て

あ
り
さ
ま
も
あ
て
は
か
な
り
む
か
し
の　
　

」
4
ウ

�

（
二
〇
〇
四
頁
1
行
目
～
6
行
目
）

し
け
ん
い
つ
こ
に
か
あ
ら
む
我
よ
に
あ
る

物
と
は
い
か
て
か
は
し
ら
ん
を
な
し
こ
ゝ
ろ
な

る
人
も
な
か
り
し
ま
ゝ
に
よ
ろ
つ
へ
た
つ
る

こ
と
な
く
か
た
ら
ひ
み
た
れ
た
り
し
右
近
な

と
も
折
々
思
い
て
ら
る
わ
か
き
人
の
か
ゝ
る

山
さ
と
に
い
ま
は
と
た
へ
こ
も
る
は
か
た
き

わ
さ
な
り
け
れ
は
た
ゝ
い
た
く
と
し
へ
に

け
る
あ
ま
七
八
人
そ
た
か
へ
の
て
に
て
は

あ
り
け
る
そ
れ
か
む
す
め
ま
こ
や
う
の

物
と
も
京
に
宮
つ
か
え
す
る
も
こ
と
さ
ま
に
て　
　

」
5
オ

�

（
二
〇
〇
五
頁
12
行
目
～
二
〇
〇
六
頁
2
行
目
）
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う
た
よ
み
い
に
し
へ
思
い
て
つ
ゝ
さ
ま
〳
〵

物
か
た
り
な
と
す
る
に
い
ら
ふ
へ
き
か
た
も

な
け
れ
は
つ
く
〳
〵
と
う
ち
な
か
め
て

　

我
か
く
て
う
き
よ
の
中
に
め
く
る
と
も

た
れ
か
は
し
ら
む
月
の
宮
こ
に
い
ま
は

か
き
り
と
思
は
て
ゝ
し
程
は
恋
し
き
人

お
ほ
か
り
し
か
と
こ
と
ひ
と
〳
〵
は
さ
し
も
思
い

て
ら
れ
す
た
ゝ
を
や
い
か
に
ま
と
ひ
給
け
ん

め
の
と
の
よ
ろ
つ
に
い
か
て
人
な
み
〳
〵
に
な
さ

む
と
思
い
ら
れ
し
を
い
か
に
あ
え
な
き
心
地　
　

」
5
ウ

�

（
二
〇
〇
五
頁
7
行
目
～
12
行
目
）

み
し
宮
こ
と
り
に
ゝ
た
る
こ
と
な
し
何
事
に

つ
け
て
も
よ
の
中
に
あ
ら
ぬ
所
は
こ
れ
に
や
と

そ
か
つ
は
思
な
さ
れ
け
る
か
く
の
み
ひ
と
に

し
ら
れ
し
と
し
の
ひ
給
へ
は
ま
こ
と
に

わ
つ
ら
は
し
か
る
へ
き
ゆ
へ
あ
る
へ
き
人
に
も

も
の
し
給
ら
む
と
て
く
は
し
き
こ
と
あ
る

人
〳
〵
に
も
し
ら
せ
す
あ
ま
君
の
む
か
し
の

む
こ
の
き
み
い
ま
は
中
将
に
て
お
は
し
け
る
か

お
と
う
と
の
せ
ん
し
の
き
み
そ
う
つ
の
も
と
に
は

物
し
給
け
る
山
こ
も
り
し
た
る
と
ふ
ら
ひ
に　
　

」
6
オ

�

（
二
〇
〇
六
頁
7
行
目
～
12
行
目
）

あ
る
も
時
々
そ
か
よ
ひ
け
る
か
や
う
の
人
に

つ
け
て
み
し
あ
た
り
に
ゆ
き
か
よ
ひ

よ
に
あ
り
け
り
と
た
れ
〳
〵
に
も
き
こ
え
た
て

ま
つ
ら
む
事
い
み
し
う
は
つ
か
し
か
る
へ
し

い
か
な
る
さ
ま
に
て
さ
す
ら
へ
け
ん
な
と
思

や
り
の
よ
つ
か
す
あ
や
し
か
る
へ
き
を
思
へ

は
か
ゝ
る
人
〳
〵
に
か
け
て
も
み
え
す
た
ゝ
し

し
う
こ
も
き
と
て
あ
ま
君
の
わ
か
人
に

し
た
り
け
る
ふ
た
り
を
の
み
そ
こ
の
御
か
た
に

い
ひ
わ
き
た
る
み
め
も
心
さ
ま
も
む
か
し　
　

」
6
ウ

�

（
二
〇
〇
六
頁
3
行
目
～
7
行
目
）

御
こ
ゝ
ろ
は
え
も
よ
に
な
ひ
か
せ
給
は
さ
り
け

り
と
お
ろ
か
な
ら
す
思
給
へ
し
ら
る
ゝ
折

お
ほ
く
な
と
い
ふ
人
〳
〵
に
す
い
は
ん
な
と
や
う
の

物
く
は
せ
君
に
も
は
す
の
み
な
と
や
う
の

も
の
い
た
し
た
れ
は
な
れ
に
し
あ
た
り
に
て

さ
や
う
の
物
も
つ
ゝ
み
な
き
心
地
し
て
む
ら

さ
め
の
ふ
り
い
つ
る
に
と
ゝ
め
て
物
か
た

り
し
め
や
か
に
し
給
い
ふ
か
ひ
な
く
な
り

に
し
人
よ
り
も
こ
の
き
み
の
心
は
え
な
と

の
い
と
思
や
う
な
り
し
を
よ
そ
の
物
に
思
な
し　
　

」
7
オ

�

（
二
〇
〇
七
頁
14
行
目
～
二
〇
〇
八
頁
4
行
目
）
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う
ち
わ
す
れ
す
や
み
侍
ら
ぬ
を
か
つ
は
あ
や
し
く

思
給
へ
る
な
と
の
給
へ
は
心
の
う
ち
あ
は
れ
に
す
き

に
し
か
た
の
事
も
思
給
へ
わ
す
れ
ぬ
を
あ
な
か

ち
に
す
み
は
な
れ
か
ほ
な
る
御
あ
り
さ
ま
に
お

こ
た
り
つ
ゝ
山
こ
も
り
も
う
ら
や
ま
し
く
つ
ね
に

い
て
た
ち
侍
を
ゝ
な
し
く
は
な
と
し
た
い
ま
と
は
る
ゝ

人
〳
〵
に
さ
ま
た
け
ら
る
ゝ
や
う
に
侍
て
な
ん
け
ふ
は

み
な
は
ふ
き
す
て
ゝ
も
の
し
給
と
の
給
山
こ
も

り
の
御
う
ら
や
み
は
中
〳
〵
い
ま
や
う
た
ち
た
る

御
も
の
ま
な
ひ
な
ん
む
か
し
を
ゝ
ほ
し
わ
す
れ
ぬ　
　

」
7
ウ

�

（
二
〇
〇
七
頁
8
行
目
～
13
行
目
）

か
は
り
て
あ
や
し
く
も
あ
る
か
な
と
思
へ
は

こ
は
〳
〵
し
く
い
ら
ゝ
き
た
る
物
と
も
き
給
へ
る

し
も
い
と
を
か
し
き
す
か
た
也
御
ま
へ
な
る
人
〳
〵

も
故
ひ
め
君
の
お
は
し
ま
し
た
る
心
地
の
み

し
侍
に
中
将
殿
を
さ
へ
み
た
て
ま
つ
れ
は

い
と
あ
は
れ
に
こ
そ
お
な
し
く
は
む
か
し
の
さ

ま
に
て
お
は
し
ま
さ
せ
は
や
い
と
よ
き
御
よ

は
ひ
な
ら
む
か
し
と
い
ひ
あ
へ
る
を
あ
な
い
み

し
や
よ
に
あ
り
て
い
か
に
も
〳
〵
人
に
み
え
ん

こ
そ
そ
れ
に
つ
け
て
む
か
し
の
事
思
い
て
ら
る　
　

」
8
オ

�

（
二
〇
〇
八
頁
10
行
目
～
二
〇
〇
九
頁
1
行
目
）

た
る
な
ん
い
と
か
な
し
き
な
と
か
わ
す
れ

か
た
み
を
た
に
と
ゝ
め
給
は
す
な
り
に
け
ん

と
恋
し
の
ふ
る
心
也
け
れ
は
た
ま
さ
か
に
か
く
物

し
給
へ
る
に
つ
け
て
も
め
つ
ら
し
く
あ
は
れ
に

お
ほ
ゆ
へ
か
め
る
と
は
す
か
た
り
も
し
い
て
す
｛
つ
｝
へ
し

ひ
め
き
み
は
わ
れ
は
わ
れ
と
思
い
つ
る
方
お
ほ

く
て
な
か
め
い
た
し
給
へ
る
さ
ま
い
と
う
つ
く

し
ゝ
ろ
き
一
え
の
い
と
な
さ
け
な
く
あ
さ
や

き
た
る
に
や
ひ
か
り
も
み
え
す
く
ろ
き
を
き
せ

た
て
ま
つ
り
て
か
ゝ
る
事
と
も
み
し
に
は　
　

」
8
ウ

�

（
二
〇
〇
八
頁
4
行
目
～
10
行
目
）

か
の
は
う
の
つ
ま
い
り
つ
る
ほ
と
風
の
さ
は
か

し
か
り
つ
る
さ
は
き
に
す
た
れ
の
ひ
ま

よ
り
な
へ
て
の
さ
ま
に
は
あ
る
ま
し
か

り
つ
る
人
の
う
ち
た
れ
か
み
の
み
え
つ
る
は

よ
を
そ
む
き
給
へ
る
あ
た
り
に
た
れ
そ
と

な
ん
み
お
と
ろ
か
れ
つ
る
と
の
給
ひ
め
君
の

た
ち
い
て
給
へ
り
つ
る
う
し
ろ
て
を
み
た
て

ま
つ
り
て
な
め
り
と
思
て
ま
し
て
こ
ま
か

に
み
せ
た
ら
は
と
心
と
ま
り
給
な
ん
か
し
昔

の
人
は
こ
よ
な
く
お
と
り
給
へ
り
し
を
た
に　
　

」
9
オ

�

（
二
〇
〇
九
頁
6
行
目
～
10
行
目
）
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へ
き
さ
や
う
の
事
す
ち
は
思
た
え
て
ん
か
し

わ
す
れ
な
ん
と
思
あ
ま
君
の
い
り
給
へ
る
ま
ゝ
に

ま
ら
う
と
あ
め
の
け
し
き
を
み
わ
つ
ら
ひ
て

少
将
と
い
ひ
し
人
の
こ
ゑ
を
き
ゝ
し
り
て

よ
ひ
よ
せ
給
へ
り
む
か
し
み
し
人
〳
〵
は
み
な
こ
ゝ
に

物
せ
ら
る
ら
む
や
と
思
な
か
ら
も
か
う
ま
い
り
く

る
事
も
か
た
く
な
り
に
た
る
を
心
あ
さ
き

に
や
た
れ
も
〳
〵
み
な
し
給
ら
む
な
と
の
給

つ
か
ふ
ま
つ
り
な
れ
に
し
人
に
て
あ
は
れ

な
る
む
か
し
の
事
と
も
思
い
て
た
る
つ
い
て
に　
　

」
9
ウ

�

（
二
〇
〇
九
頁
1
行
目
～
6
行
目
）

め
し
て
ん
と
の
み
い
へ
は
う
ち
と
け
に
と
ひ
た
つ

ね
む
も
さ
ま
あ
し
き
こ
ゝ
ち
し
て
あ
め
も

や
み
日
も
く
れ
ぬ
へ
し
と
い
ふ
に
そ
ゝ
の
か
さ

れ
て
い
て
給
ま
へ
ち
か
き
女
郎
花
を
ゝ

り
て
な
に
し
を
ふ
ら
む
と
く
ち
す
さ
ひ
て

ひ
と
り
こ
ち
た
て
り
人
の
物
い
ひ
を

さ
す
か
に
お
ほ
し
と
か
む
る
こ
そ
な
と
こ

た
い
の
ひ
と
ゝ
も
は
物
め
て
を
し
あ
へ
り

い
と
き
よ
け
に
あ
ら
ま
ほ
し
く
も
ね
ひ

ま
さ
り
給
に
け
る
か
な
と
お
な
し
く
は　
　

」
10
オ

�

（
二
〇
一
〇
頁
1
行
目
～
6
行
目
）

い
ま
た
わ
す
れ
か
た
く
し
給
め
る
を
と
心
ひ
と

つ
に
思
て
す
き
に
し
御
事
を
わ
す
れ
か
た

く
さ
め
た
ま
ふ
め
り
し
に
お
ほ
え
ぬ
人
を

え
た
て
ま
つ
り
給
て
あ
け
く
れ
み
物
に
思
き

こ
え
給
め
る
を
う
ち
と
け
給
へ
る
御
あ
り
さ
ま

を
い
か
て
御
覧
し
つ
ら
む
と
い
ふ
か
ゝ
る
事

こ
そ
あ
り
け
れ
と
を
か
し
く
て
な
に
人
な

ら
ん
け
に
い
と
を
し
か
り
つ
と
ほ
の
か
な
り

つ
る
を
中
〳
〵
お
も
ひ
い
つ
こ
ま
か
に
と
へ
と

そ
の
ま
ゝ
に
も
い
は
す
を
の
つ
か
ら
き
こ
し　
　

」
10
ウ

�

（
二
〇
〇
九
頁
10
行
目
～
二
〇
一
〇
頁
1
行
目
）

中
〳
〵
み
所
ま
さ
り
て
こ
ゝ
ろ
く
る
し
か
る
へ
き
を

し
の
ひ
た
る
さ
ま
に
猶
か
た
ら
ひ
と
り
て
ん
と
思
へ

は
ま
め
や
か
に
か
た
ら
ふ
よ
の
つ
ね
の
さ
ま
に
は

お
ほ
し
は
ゝ
か
る
事
も
あ
り
け
ん
を
か
ゝ
る
さ

ま
に
な
り
給
へ
た
る
な
ん
心
や
す
く
き
こ
え

つ
へ
く
侍
さ
や
う
に
を
し
へ
き
こ
え
給
へ
き
し

か
た
の
わ
す
れ
か
た
く
て
か
や
う
に
も
ま
い
り

く
る
を
又
い
ま
ひ
と
へ
心
さ
し
を
そ
へ
て
こ
そ

な
と
の
給
い
と
ゆ
く
す
え
う
し
ろ
め
た
く
心
ほ
そ
く

み
ゆ
る
有
様
に
侍
め
る
に
ま
め
や
か
な
る
さ
ま
に　
　

」
11
オ

�

（
二
〇
三
九
頁
3
行
目
～
9
行
目
）
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我
し
た
ら
ん
あ
や
ま
ち
の
や
う
に
を
し
う
か
な
し
く

く
や
し
け
れ
は
つ
ゝ
み
も
あ
え
す
物
く
る
を

し
き
ま
て
け
は
ひ
も
き
こ
え
ぬ
へ
け
れ
は

の
き
ぬ
か
は
か
り
の
さ
ま
し
た
る
人
を
う
し

な
ひ
て
た
つ
ね
ぬ
人
も
あ
り
け
ん
や
ま
た

そ
の
人
か
の
人
む
す
め
な
ん
ゆ
く
へ
も
し

ら
す
う
せ
に
た
る
ま
た
も
え
ん
し
し
て
よ

を
そ
む
き
け
る
な
と
を
の
つ
か
ら
か
く
れ
な
る

へ
き
を
な
と
あ
や
し
う
返
々
思
あ
ま
り
て
も

か
ゝ
る
さ
ま
し
た
ら
ん
人
は
う
た
て
も
お
ほ
え
し　
　

」
11
ウ

�

（
二
〇
三
八
頁
12
行
目
～
二
〇
三
九
頁
3
行
目
）

給
し
故
宮
の
御
む
す
め
に
か
よ
ひ
給

し
を
ま
つ
ひ
と
ゝ
こ
ろ
は
ひ
と
ゝ
せ
う
せ
給
て

そ
の
御
お
と
ゝ
又
し
の
ひ
て
す
ゑ
た
て

ま
つ
り
給
へ
り
け
る
を
こ
そ
の
春
又
う
せ

給
に
け
れ
は
そ
の
は
て
の
わ
さ
せ
さ
せ
給

は
ん
事
か
の
て
ら
の
り
し
に
な
ん
さ
る
へ
き

事
の
給
は
せ
て
な
に
か
し
も
か
の
女
の

御
さ
う
そ
く
ひ
と
く
た
り
て
う
し
侍
へ
き

を
せ
さ
せ
給
て
た
ま
ひ
て
む
や
を
ら
す

へ
き
物
は
い
そ
か
さ
せ
侍
な
ん
と
い
ふ
を
き
く
に　
　

」
12
オ

�

（
二
〇
四
二
頁
12
行
目
～
二
〇
四
三
頁
2
行
目
）

事
の
み
ま
さ
り
て
な
ん
ひ
た
ち
は
い
と
ひ

さ
し
く
お
と
つ
れ
き
こ
え
給
は
さ
ん
め
り

え
ま
ち
つ
け
給
ま
し
き
さ
ま
に
な
ん
み
え
給

と
の
た
ま
ふ
に
我
や
の
な
と
あ
い
な
く
み
ゝ
と
ま

る
に
又
い
ふ
や
う
ま
か
り
の
ほ
り
て
ひ
こ
ろ
に

な
り
侍
ぬ
る
を
ゝ
ほ
や
け
こ
と
の
い
と
し
け
く

む
つ
か
し
く
の
み
侍
に
わ
つ
ら
ひ
て
な
ん
昨
日

も
候
は
ん
と
思
給
し
を
大
将
殿
の
う
ち
に

お
は
せ
し
御
と
も
に
つ
か
ふ
ま
つ
り
て
こ
八

の
宮
の
す
み
給
し
所
に
お
は
し
て
日
く
ら
し　
　

」
12
ウ

�

（
二
〇
四
二
頁
7
行
目
～
12
行
目
）
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